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資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
の
新
段
階

国
債
管
理
政
策
の
一
手
段
と
し
て
の
資
金
運
用
部
資
金

　
大
量
国
債
発
行
下
の
国
債
市
場
と
国
債
管
理
政
策

　
国
債
管
理
政
策
の
一
手
段
と
し
て
の
資
金
運
用
部
資
金

　
国
債
市
場
へ
の
資
金
運
用
部
資
金
導
入
の
条
件
と
問
題
点

財
政
危
機
下
に
お
げ
る
資
金
運
用
部
資
金
の
短
期
運
用

　
資
金
運
用
部
資
金
の
短
期
運
用
の
基
盤
と
運
用
彩
態

　
対
政
府
特
別
会
計
短
期
貸
付

　
対
目
銀
債
券
売
買

　
　
括

資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画

外
運
用
の
新
段
階

　
一
九
七
〇
年
代
後
半
以
降
の
財
政
投
融
資
構
造
に
お
げ
る
最
も
重
要

な
特
徴
の
一
つ
は
、
中
央
・
地
方
を
通
じ
る
財
政
破
綻
に
対
し
て
、
財

政
投
融
資
原
資
が
そ
の
積
極
的
な
対
応
手
段
と
し
て
大
規
模
に
動
員
さ

れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
か
ら
の
「
一
般
会
計
の
財
政
投
融
資
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
一
層
の
促
進
（
と
く
に
住
宅
・
下
水
道
な
ど
）
、
あ
る
い
は
七
七
年
度
第

一
次
補
正
予
算
に
お
け
る
目
本
開
発
銀
行
・
目
本
輸
出
入
銀
行
の
貸
倒

準
備
金
．
北
海
道
東
北
開
発
公
庫
の
滞
貸
償
却
引
当
金
の
取
崩
し
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
一
般
会
計
財
源
へ
の
繰
入
れ
な
ど
も
そ
の
例
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け



重
要
た
の
は
、
資
金
運
用
部
資
金
に
よ
る
国
廣
引
受
げ
、
交
付
税
及
び

譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
政
府
特
別
会
計
へ
の

貸
付
、
政
府
短
期
証
券
・
長
期
国
債
な
ど
の
目
本
銀
行
と
の
短
期
取
引

き
な
ど
、
財
政
投
融
資
計
画
外
で
の
資
金
運
用
部
資
金
の
運
用
が
年
々

巨
額
に
な
り
、
そ
の
意
義
が
重
大
化
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
財
政
危
機
下
に
お
げ
る
こ
の
よ
う
た
資
金
運
用
都

資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
の
役
割
と
そ
の
問
題
点
を
究
明
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
財
政
投
融
資
計
画
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
原
資

（
産
業
投
資
特
別
会
計
出
資
金
、
資
金
運
用
部
資
金
、
，
簡
易
生
命
保
険
及
び
郵
便

年
金
特
別
会
計
積
立
金
つ
ま
り
簡
保
資
金
、
政
府
保
障
債
、
政
府
保
障
借
入
金
）

の
制
度
全
体
を
含
ん
だ
も
の
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
「
長
期
的
な
投
融
資

で
あ
っ
て
、
し
か
も
財
政
資
金
と
し
て
の
資
源
配
分
機
能
を
有
す
る
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

分
の
み
を
と
り
だ
し
て
整
理
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
原
資
の
側

か
ら
み
れ
ば
、
原
資
の
運
用
に
は
こ
の
よ
う
た
財
政
投
融
資
計
画
原
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

と
し
て
の
運
用
と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
資
金
運
用
部
資
金
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
資
金
運
用
部
資
金
の
運
用

（
貸
付
ま
た
は
債
券
保
有
）
は
、
期
問
別
に
、
○
○
運
用
期
問
五
年
以
上
の
長

期
運
用
予
定
額
（
そ
の
運
用
を
予
定
す
る
年
度
の
資
金
運
用
部
特
別
会
計
予
算

総
則
に
か
か
げ
国
会
の
議
決
対
象
と
な
る
も
の
）
、
何
年
度
内
貸
付
や
一
年
未

満
の
償
還
期
限
の
あ
る
債
券
運
用
な
ど
の
短
期
運
用
（
一
九
六
一
年
資
金

運
用
審
議
会
「
資
金
運
用
部
資
金
の
短
期
運
用
に
関
す
る
決
議
」
に
も
と
づ
く
大

蔵
大
臣
権
限
で
行
な
わ
れ
る
運
用
で
、
翌
年
度
の
審
議
会
で
実
績
報
告
が
行
な
わ

れ
る
も
の
）
、
い
Ｇ
○
何
の
中
間
期
間
（
一
年
以
上
五
年
未
満
）
で
の
運
用
（
年

度
を
ま
た
が
る
一
年
未
満
の
貸
付
を
含
み
、
資
金
運
用
審
議
会
の
議
に
付
す
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

と
が
必
要
）
、
に
区
分
さ
れ
、
こ
の
う
ち
財
政
投
融
資
計
画
に
計
上
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
は
、
い
の
大
部
分

高
刎残

用
円
運
億
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：
間
位
期
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構

ほ
月
は

一
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３
年
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財
政
危
機
下
に
お
げ
る
資
金
運
用
都
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
っ
い
て
（
梅
原
）
　
　
六
三

つ
ま
り
長
期
運
用
予
定

額
か
ら
国
債
・
金
騒
債

（
商
工
債
券
を
除
く
）
　
へ

の
運
用
額
を
除
い
た
も

の
の
み
で
あ
る
。
そ
の

比
重
を
第
一
表
か
ら
求

め
る
な
ら
ぱ
、
長
期
運

用
が
全
体
の
八
割
以
上
、

そ
の
中
で
貸
付
形
態
に
－

よ
る
運
用
が
九
割
以
上

を
占
め
て
い
る
こ
と
か

六
三
）
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ら
、
運
用
残
高
全
体
の
約
七
割
が
財
政
投
融
資
計
画
原
資
と
し
て
の
運

用
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
こ
の
表
で
は
年
度
末
残
高
計
数
を
掲

げ
て
い
る
た
め
、
過
去
か
ら
の
推
移
も
年
度
中
に
資
金
の
運
用
・
回
収

を
繰
返
し
資
金
回
転
の
速
い
一
年
未
満
の
短
期
運
用
の
実
態
も
不
明
で
、

ま
た
統
計
も
古
い
の
て
（
た
だ
資
金
運
用
部
資
金
の
期
間
昂
運
用
残
高
は
こ

の
表
以
外
に
公
表
さ
れ
て
い
な
い
）
、
っ
ぎ
の
第
二
表
を
み
る
こ
と
に
し
よ

－
つ
。

　
第
二
表
は
、
資
金
運
用
都
資
金
の
運
用
状
況
を
運
用
期
間
五
年
以
上

と
以
下
に
分
げ
、
前
者
を
さ
ら
に
財
政
投
融
資
計
画
原
資
と
し
て
の
運

用
と
国
債
引
受
げ
と
に
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
短
期
運
用
で
年
度
中

の
累
積
額
を
か
か
げ
た
の
は
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、
年
度
末
資
産
状

況
を
み
た
だ
げ
で
は
そ
の
実
態
規
模
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
（
ま

た
「
累
積
額
」
を
か
か
げ
た
の
は
目
常
的
に
行
な
わ
れ
る
短
期
運
用
を
仔
細
に
把

握
す
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
不
必
要
だ
か
ら
。
で
あ
る
）
。

　
年
度
中
に
発
生
す
る
余
裕
金
の
規
模
や
資
金
の
回
転
速
度
な
ど
と
の

関
係
で
、
短
期
運
用
の
年
度
内
累
積
額
は
臆
大
な
額
に
達
し
て
い
る
。

長
期
運
用
と
短
期
運
用
と
は
内
容
的
に
異
な
る
の
で
単
純
汰
比
較
は
許

さ
れ
な
い
が
、
短
期
運
用
の
年
度
内
累
積
額
は
年
度
中
の
総
運
用
額
の

八
五
％
前
後
を
占
め
て
い
る
。
こ
こ
で
は
財
政
投
融
資
計
画
原
資
と
し

況状用運ｕ易間期の金資部用運金資表２第
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て
の
運
用
は
全
体
の
一
割
強
と
、
年
度
末
残
高
構
成
と
は
反
対
の
姿
が
　
　
　
と
こ
ろ
で
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
量
的
変
化
の
背
景
に
は
如
何
た
る

現
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
態
が
存
在
す
る
の
か
、
資
金
運
用
部
資
金
は
如
何
な
る
基
盤
を
も
っ

　
さ
て
、
財
政
危
機
下
に
お
げ
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
　
　
て
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
逢
着
す
る
矛
盾
は
何
か
を
明
ら
か

画
外
運
用
と
い
う
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
第
二
表
か
ら
も
明
ら
か
た
よ
う
　
　
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

に
・
、
国
債
引
受
げ
も
短
期
運
用
も
七
五
年
度
を
画
期
と
し
て
飛
躍
的
な
　
　
　
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
の
果
た
す
役
割
が
重

増
大
を
示
し
て
い
る
。
新
期
発
行
長
期
国
廣
の
引
受
げ
は
、
七
五
年
度
　
　
大
化
し
て
く
る
に
っ
れ
て
、
そ
れ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

に
は
当
初
引
受
げ
予
定
分
に
補
正
予
算
で
の
国
債
大
量
発
行
に
対
す
る
　
　
横
山
信
孝
氏
は
こ
の
動
き
を
先
駆
的
に
紹
介
さ
れ
た
一
人
だ
が
・
そ
こ

引
受
げ
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
七
四
年
度
に
比
べ
二
倍
の
八
で
は
短
期
運
用
に
っ
い
て
は
実
態
の
簡
単
姦
介
に
と
ど
書
・
震

三
九
九
億
円
と
書
、
そ
れ
以
後
も
毎
年
度
一
兆
円
姦
え
る
引
受
げ
保
有
に
っ
い
て
は
資
金
運
用
部
資
金
に
よ
る
震
個
人
消
化
の
代
替
と

を
行
一
て
い
る
一
七
八
年
度
に
は
新
規
国
債
引
受
げ
は
予
定
さ
れ
な
か
つ
た
が
、
そ
れ
に
ょ
る
財
政
イ
ソ
フ
レ
の
危
険
性
窪
じ
め
と
す
る
諸
問
題
点
を

翌
年
度
か
ら
は
復
活
さ
れ
、
七
九
年
度
当
初
予
算
で
は
一
兆
五
〇
〇
〇
億
円
、
八
　
　
指
摘
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
（
た
だ
当
時
の
条
件
上
の
制
約
が
あ
っ
た
こ
と

○
年
度
予
算
で
も
二
兆
五
〇
〇
〇
億
円
が
予
定
さ
れ
て
い
る
一
。
ま
た
、
短
期
は
否
め
な
も
そ
の
後
・
国
債
消
化
難
と
い
う
事
態
を
迎
え
る
中
で
・

運
用
の
年
度
内
累
積
額
は
、
と
く
に
七
五
年
度
補
正
予
算
に
は
じ
ま
る
　
　
資
金
運
用
部
資
金
の
大
量
動
員
に
よ
っ
て
国
債
市
場
を
安
定
化
し
よ
う

交
付
税
特
別
会
計
一
の
貸
付
を
中
心
に
急
増
し
、
七
四
年
度
の
二
〇
兆
と
す
る
見
解
が
数
多
く
出
さ
何
例
え
ば
・
晋
悠
紀
雄
氏
は
・
「
時

三
八
一
二
億
円
に
対
し
七
五
年
度
は
二
倍
強
の
四
四
兆
八
一
九
〇
億
円
、
　
代
遅
れ
」
に
な
っ
た
財
政
投
融
資
計
画
を
「
解
体
」
し
・
資
金
運
用
部

七
七
年
度
に
は
八
二
兆
五
〇
二
億
円
と
四
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
こ
　
　
資
金
（
お
よ
び
簡
保
資
金
）
の
ほ
と
ん
ど
を
国
賃
引
受
げ
に
振
り
向
け
・

の
よ
う
に
量
的
に
み
て
く
る
限
り
、
七
五
年
度
を
画
期
と
し
て
、
資
金
　
　
以
っ
て
国
債
消
化
難
を
解
決
す
る
と
い
う
提
案
を
な
さ
れ
て
い
砿
～
こ

運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
　
　
れ
ら
の
議
論
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
国
債
引
受
げ
に
っ
い
て
い
え

い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
、
金
融
機
関
の
引
受
げ
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
、
発
行
さ
れ
る
国

　
　
　
　
財
政
危
機
下
に
お
け
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
つ
い
て
（
梅
原
）
　
　
六
五
（
　
六
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
一
号
）

債
の
消
化
を
資
金
運
用
部
資
金
に
よ
っ
て
ヵ
バ
ー
す
る
と
い
う
点
の
み

が
強
調
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
期
の
国
債
市
場
・
国
債
管
理
政
策

の
動
向
に
対
応
し
て
資
金
運
用
都
資
金
が
ど
の
よ
う
た
具
体
的
役
割
を

演
じ
て
い
る
の
か
は
間
題
に
さ
れ
ず
、
ま
た
、
短
期
運
用
に
っ
い
て
も
、

資
金
運
用
部
資
金
の
た
ん
な
る
「
受
け
身
」
的
た
運
用
を
指
摘
す
る
の

み
で
、
そ
の
運
用
を
通
じ
て
こ
の
時
期
の
財
政
運
営
に
如
何
に
対
応
し

て
き
て
い
る
の
か
が
看
過
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
国
債
引
受

げ
に
せ
よ
短
期
運
用
に
せ
よ
、
資
金
運
用
部
資
金
が
そ
れ
ら
へ
の
運
用

を
飛
躍
的
に
伸
ぱ
し
え
た
基
盤
が
何
で
あ
る
か
は
間
題
に
さ
れ
て
こ
た

か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
点
が
明
ら
か
に
た
ら
た
い
限
り
、
財
政
危

機
下
に
お
い
て
財
政
運
営
上
の
重
要
な
手
段
と
し
て
浮
上
し
て
き
て
い

る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
の
意
義
も
間
題
点
も

明
ら
か
に
な
ら
ず
、
諸
提
案
の
正
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
以
下
、
七
五
年
以
降
の
資
金
運
用
部
資
金
の
国
債
市
場
に
お

げ
る
役
割
と
問
題
点
、
短
期
運
用
の
具
体
的
彩
態
（
と
く
に
対
政
府
特
別

会
計
貸
付
と
対
日
銀
債
券
売
買
）
、
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
資
金
運
用

部
資
金
の
基
盤
に
っ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
１
）

　
「
一
般
会
計
の
財
政
投
融
資
化
現
象
」
に
つ
い
て
は
、
宮
本
憲
一

「
財
政
投
融
資
の
機
構
」
鈴
木
武
雄
ほ
か
編
『
金
融
財
政
講
座
』
第
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
六
六
）

　
巻
、
有
斐
閣
、
一
九
六
一
年
、
一
一
２
二
一
頁
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
保
母
武
彦
氏
は
、
七
〇
年
代
の
「
一
般
会
計
の
財
政
投
融
資
化
現
象
」

　
に
つ
い
て
、
一
方
で
住
宅
、
中
ハ
企
業
、
農
林
漁
業
対
策
な
ど
で
一
層

　
進
ん
だ
が
、
他
方
で
財
政
投
融
資
対
象
機
関
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
補

　
給
金
等
支
出
の
増
大
や
「
住
宅
、
生
活
環
境
、
国
土
保
全
、
災
害
復
旧

　
　
の
分
野
、
つ
ま
り
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
を
行
政
と
し
て
本
来
強
く

　
要
請
さ
れ
て
い
る
分
野
で
一
般
会
計
の
比
重
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
」

　
　
か
ら
、
二
般
会
計
の
財
政
投
融
資
化
が
転
換
期
に
さ
し
か
か
っ
た
」

　
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
「
財
政
投
融
資
の
検
討
」
大
阪
市
立
大
学
『
経

　
営
研
究
』
第
一
五
五
号
、
一
九
七
八
年
五
月
、
九
四
～
九
六
頁
）
。
た

　
．
だ
し
、
　
「
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
」
分
野
で
の
一
般
会
計
の
比
重
増

　
　
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
保
母
氏
は
財
政
投
融
資
計
画
使
途
別
分
類
に
一
般

　
会
計
公
共
事
業
関
係
費
等
の
諸
経
費
を
照
応
・
比
較
さ
れ
て
結
論
さ
れ

　
　
た
も
の
だ
が
、
七
五
年
度
以
降
の
大
量
国
債
発
行
に
よ
る
一
般
会
計
予

　
　
算
の
急
膨
脹
及
び
公
共
事
業
関
係
へ
の
支
出
重
点
化
と
原
資
難
か
ら
伸

　
　
び
悩
ん
で
い
る
財
政
投
融
資
計
画
と
を
比
較
す
れ
ぱ
、
一
般
会
計
の
比

　
　
重
が
増
大
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
、
「
一
般
会
計
の

　
　
財
政
投
融
資
化
」
が
転
換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
と

　
　
し
て
も
、
重
要
た
の
は
そ
の
よ
う
た
総
量
比
較
に
よ
る
分
析
で
た
く
、

　
　
そ
の
経
済
的
分
析
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
た
い
。

（
２
）
徴
山
信
孝
「
連
載
・
岐
路
に
立
つ
資
金
運
用
部
資
金
（
第
一
回
）
」

　
　
『
金
融
財
政
事
情
』
一
九
七
七
年
一
〇
月
一
七
目
号
、
三
六
～
三
八
頁
。

（
３
）
福
島
量
一
・
山
口
光
秀
・
石
川
周
共
編
『
財
政
投
融
資
』
大
蔵
財
務

　
　
協
会
、
一
九
七
三
年
、
一
七
頁
。
「
資
源
配
分
機
能
を
有
す
る
部
分
」

　
　
と
は
い
え
、
実
際
に
は
「
何
を
財
投
計
画
に
か
か
げ
る
べ
き
か
は
運
用



　
　
の
形
態
の
み
な
ら
ず
、
政
府
の
政
策
的
意
図
等
を
判
断
し
て
決
定
す
べ
　
　
と
い
う
見
解
は
、
野
昆
以
前
に
差
く
窪
い
が
・
都
市
銀
行
を
中

　
　
き
こ
と
」
（
同
一
五
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
に
主
張
さ
れ
て
き
た
も
の
は
、
た
ん
に
余
剰
資
金
の
運
用
に
っ
い
て

（
４
）
資
金
運
用
部
資
金
以
外
の
財
政
投
融
資
原
資
の
財
政
投
融
資
計
画
外
　
　
　
　
　
述
べ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
財
政
投
融
資
計
画
の
「
合
理
化
」
の
徹

　
　
運
用
に
は
、
↑
○
産
業
投
資
特
別
会
計
（
外
貨
債
償
還
の
た
め
の
国
債
整
　
　
　
　
　
　
底
ま
で
強
調
し
た
も
の
で
は
な
、

　
　
理
基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
、
事
務
費
等
）
、
↓
簡
保
資
金
（
金
融

　
　
債
．
杜
債
な
ど
へ
の
長
期
運
用
契
約
者
貸
付
期
問
五
年
未
満
の
短
　
　
　
　
　
　
二
　
国
債
管
理
政
策
の
一
手
段
と
し
て
の
資
金
運

　
　
期
運
用
）
、
バ
政
府
保
障
債
・
政
府
保
障
借
入
金
（
畜
産
振
興
事
業
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
部
資
金

　
　
等
六
機
関
の
短
期
借
入
金
へ
の
政
府
保
障
、
外
貨
債
に
対
す
る
政
府
保

　
　
障
）
、
が
あ
る
。

（
５
）
福
島
量
一
ほ
か
桐
前
掲
葦
一
六
九
～
一
七
〇
頁
。
　
　
　
　
　
　
１
　
大
量
国
債
発
行
下
の
国
債
市
場
と
国
債
管
理
政
策

（
６
）
横
山
信
孝
、
前
掲
（
第
四
～
八
回
）
、
『
金
融
財
政
事
情
』
一
九
七
七
　
　
　
一
九
七
五
年
度
補
正
予
算
に
お
げ
る
国
債
の
大
量
発
行
を
契
機
と
し

　
　
年
：
月
二
百
、
二
月
二
八
目
、
一
二
月
二
百
、
三
月
一
九
て
、
日
本
財
政
は
異
常
な
ま
で
の
「
国
芝
抱
か
れ
た
財
卿
ご
転
換

　
　
日
、
一
九
七
八
年
二
月
二
百
の
各
号
。

一
・
一
望
ぱ
・
貝
塚
雷
「
金
融
的
側
面
か
ら
み
た
新
予
算
案
一
一
一
一
し
た
。
こ
の
問
の
国
纂
行
蔓
び
国
寝
存
度
の
推
移
は
第
三
表
に

　
　
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
七
九
年
一
月
三
〇
日
号
、
林
健
久
「
大
量
国
債
発
行
　
　
み
る
如
く
、
七
七
年
度
第
二
次
補
正
予
算
で
そ
れ
ま
で
の
「
国
債
依
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
　
下
の
財
政
運
営
」
同
、
一
九
七
九
年
七
月
一
五
日
臨
時
増
刊
号
、
な
　
　
度
三
〇
％
の
壁
」
を
突
破
し
、
七
九
年
度
当
初
予
算
で
は
国
債
依
存
度

　
　
と
。
こ
れ
ら
の
議
論
に
対
し
、
資
金
運
用
部
資
金
の
有
利
運
用
あ
る
い
三
九
・
六
を
な
り
、
赤
字
国
纂
行
高
が
建
設
国
纂
行
高
を
は
じ

　
　
は
郵
便
貯
金
た
ど
の
自
主
分
離
運
用
要
求
と
い
う
観
点
か
ら
原
司
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
て
上
回
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
が
批
判
さ
れ
て
い
る
（
「
抜
本
的
見
直
し
迫
ら
れ
る
財
政
投
融
資
計
画
」

　
　
『
週
刊
東
洋
経
済
』
一
九
七
九
年
一
月
二
七
目
写
、
「
経
済
転
換
過
程
で
　
　
　
（
準
）
戦
時
期
と
終
戦
直
後
期
を
除
き
日
本
財
政
史
上
に
お
い
て
か
っ

　
　
の
財
投
機
構
改
革
一
の
視
点
一
一
金
融
財
政
事
情
一
一
九
七
九
年
四
月
て
な
い
財
政
赤
字
の
発
生
は
、
「
高
成
長
一
期
の
よ
う
集
業
活
動
と

　
　
三
〇
目
号
）
。

（
８
）
野
口
悠
紀
雄
「
財
政
投
融
資
計
画
解
体
の
す
す
め
」
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
　
　
国
民
所
得
の
急
激
な
拡
大
の
も
と
で
の
み
機
能
を
発
揮
し
え
た
、
い
わ

　
　
ト
』
一
九
七
九
年
二
百
一
一
目
号
。
財
政
投
融
資
計
画
の
徹
底
し
た
　
　
ゆ
る
財
政
の
「
自
然
増
収
」
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
七
四
／
五
年
恐
慌
と
そ
の

　
　
「
合
理
化
」
に
ょ
つ
て
資
金
運
用
部
資
金
の
国
債
引
受
け
を
増
大
す
る
　
　
後
の
「
長
期
不
況
」
の
中
で
作
用
し
な
く
な
っ
た
に
１
も
か
か
わ
ら
ず
・

　
　
財
政
危
機
下
に
お
け
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
つ
い
て
（
梅
原
）
　
　
六
七
（
　
六
七
）
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３

１
一

１

３

６
一

２

９

９
・

２

０

４
一

３

８

２
．

３

４５３

９

６
一

１

２

６
一

１

９

０
一

１

”
阯
蝸０
７
一

１

４

６
一

１

６

２
・

１

”９■９２
７

９
一

２

０

２
一

３

６９３

５０９０２

２３７４３

２３３５４

９３４，３４

００９２２

００５６３

０７５９４

０５５９４

０７１，９６

００５７３

００５，０４

０５３９４

０５５０８

２７９１

６５６６

４９０７

１２６４

６２１４

２７４３

１７８１１

００５９１

２６６７１

００６，１２

５０８２５

５８９１７

２１６５９

８３７，６０１

０９５２

００３７

０１３７

７７７４

００５４

００８３

００２２１

００１３２

００１８１

００６１２

００８４５

０５７３７

０５８９９

０５８２１１

００５，０４ユ

Ｏ０３７

０００８

００４６

００９４

００３４

００３４

００５９１

００４３２

００６１２

００００２

０５７２７

００８４８

０５８９０１

００７２５１

５６９１

６
６

６
７

６
８

６
９

７
０

７
１

７
２

７
３

７
４

７
５

７
６

７
７

７
８

７
９

○
成
　
　
正
　
　
　
補

作
　
　
補
　
　
　
　
．

ら
　
　
計
　
　
　
％

か
　
　
会
　
　
　
９

他
　
般
　
　
弧
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債
　
　
わ
脇

臓
燃
島
払
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頁
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欝
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８

，
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あ
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分
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月
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で
歳
区
％

４
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初
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門
属
０
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当
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泌

７
９
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初

１
９
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会
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経
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当

，
額
般
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金
一
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収
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・

２
４
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撹
同

器
驚
篤
鮒

捌
濤
急
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蟻
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１
．）
所
）
出
注

（
　
（

２
．
　
　
３
．

４
．

　
　
　
　
六
八
（
　
六
八
）

そ
の
よ
う
な
「
高
成
長
」
型
の
税
制
を
基
本
的
に

維
持
し
つ
つ
、
他
方
で
大
規
模
公
共
事
業
を
中
心

と
し
た
超
大
型
景
気
刺
激
策
（
の
ち
に
は
本
格
的
財

政
ス
ペ
ソ
デ
ィ
ソ
グ
政
策
）
に
よ
っ
て
、
　
「
戦
後
最

大
の
不
況
か
ら
の
脱
出
」
と
新
た
な
成
長
バ
タ
ー

ソ
の
創
出
を
企
図
し
た
（
し
か
し
い
ま
だ
達
成
で
き

た
い
で
い
る
）
、
こ
の
時
期
の
経
済
財
政
運
営
の
必

然
的
帰
結
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
た
大
量
の
国
債
の
継
続
的
発

行
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
債
市
場
と
国
債
管
理
政
策

に
重
大
な
構
造
変
化
を
呼
び
お
こ
さ
ず
に
は
お
か

な
い
。

　
一
九
六
五
年
度
本
格
国
債
発
行
以
降
の
国
債
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

場
と
国
債
管
理
政
策
の
特
徴
は
、
国
債
市
場
の
金

融
市
場
か
ら
の
隔
離
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
国

債
は
、
人
為
的
低
金
利
政
策
の
も
と
で
市
場
実
勢

と
は
切
り
離
さ
れ
た
低
利
回
り
で
発
行
さ
れ
、
国

債
引
受
げ
シ
ソ
ジ
ケ
ｉ
ト
団
を
構
成
す
る
金
融
機

関
に
割
当
て
消
化
さ
れ
た
（
種
類
も
七
三
年
以
前
は



七
年
物
、
以
後
は
一
〇
年
物
利
付
国
債
の
み
）
。
証
券
会
杜
を
除
く
金
融
機
　
　
　
「
合
理
化
」
に
よ
っ
て
吸
収
し
え
た
か
ら
で
あ
る
。

関
は
保
有
国
債
の
市
中
売
却
を
禁
止
さ
れ
、
建
設
国
債
に
っ
い
て
は
そ
　
　
　
し
か
し
ド
ル
・
シ
ヨ
ッ
ク
を
契
機
に
し
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
に
よ
っ
て
決

の
保
有
額
の
一
定
割
合
を
借
換
え
る
強
力
な
行
政
指
導
を
受
け
、
国
債
　
　
定
と
な
っ
た
日
本
資
本
主
義
の
「
高
成
長
」
経
済
の
破
綻
と
そ
の
後
の

の
流
通
市
場
へ
の
出
廻
り
が
抑
制
さ
れ
、
国
債
相
場
が
強
力
に
維
持
さ
　
　
資
本
蓄
積
基
盤
の
再
構
築
の
た
め
の
「
減
量
経
営
」
の
下
で
多
様
な
形

れ
た
。
金
融
機
関
保
有
国
債
は
発
行
後
一
年
経
過
し
た
も
の
か
ら
、
新
　
　
態
の
過
剰
蓄
積
が
顕
現
Ｌ
、
民
間
設
備
投
資
も
資
金
需
要
も
停
滞
し
た
。

金
融
調
節
方
式
に
も
と
づ
き
、
日
本
銀
行
が
市
場
実
勢
と
は
無
関
係
な
　
　
そ
の
こ
と
が
従
来
の
国
債
市
場
の
あ
り
方
と
国
債
管
理
政
策
に
ー
重
大
な

管
理
価
格
で
買
い
オ
ペ
を
行
た
っ
た
（
国
債
買
い
オ
ペ
実
施
率
は
七
四
年
度
　
　
構
造
的
転
換
を
不
可
避
に
し
、
ま
た
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

で
八
五
・
四
％
、
金
融
機
関
向
け
の
そ
れ
で
は
九
九
．
九
％
に
達
し
て
い
る
）
。
　
　
ち
、
一
方
で
膓
大
た
杜
会
的
遊
休
資
本
が
発
生
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
大

こ
の
よ
う
に
し
て
、
発
行
及
び
流
通
の
両
都
面
に
わ
た
っ
て
、
国
債
市
　
　
量
の
国
債
が
流
通
市
場
で
吸
収
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
他
方
で

場
は
金
融
市
場
か
ら
隔
離
さ
れ
、
最
終
的
に
は
日
銀
信
用
に
よ
っ
て
支
　
　
従
来
の
よ
う
に
市
中
公
募
額
の
大
都
分
を
日
銀
が
買
い
オ
ペ
し
て
い
た

持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
は
大
規
模
な
財
政
イ
ソ
フ
レ
を
招
き
、
不
況
下
で
再
編
さ
れ
て
き

　
こ
の
よ
う
た
昭
和
四
〇
年
代
の
国
債
市
場
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
不
　
　
た
資
本
蓄
積
基
盤
を
掘
り
崩
し
か
ね
ず
、
そ
の
た
め
国
債
の
流
動
化
を

可
避
に
し
か
っ
可
能
に
し
て
き
た
の
は
、
　
「
高
成
長
」
期
の
大
型
化
・
　
　
促
進
し
流
通
市
場
を
整
備
し
市
場
実
勢
に
一
定
の
対
応
を
示
す
こ
と
で
、

量
産
化
の
た
め
の
民
間
設
備
投
資
の
活
発
さ
と
旺
盛
な
資
金
需
要
で
あ
　
　
杜
会
的
に
存
在
す
る
遊
休
資
金
を
国
債
市
場
に
・
吸
収
す
る
こ
と
が
不
可

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
一
方
で
国
債
の
金
融
機
関
へ
の
割
当
て
　
　
避
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

消
化
と
そ
の
流
動
化
阻
止
政
策
な
し
に
は
低
利
で
の
国
債
発
行
と
そ
の
　
　
　
昭
和
五
〇
年
代
の
国
債
市
場
と
国
債
管
理
政
策
の
主
要
な
特
徴
は
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

相
場
維
持
を
不
可
能
に
し
、
他
方
で
目
銀
の
買
い
オ
ペ
に
よ
る
通
貨
の
　
　
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

追
加
供
給
を
民
間
資
金
需
要
の
拡
大
に
１
対
応
せ
し
め
（
い
わ
ゆ
る
「
成
長
　
　
　
第
一
に
、
国
債
市
場
の
規
模
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
大
量
国
債
の
継
続

通
貨
の
供
給
」
）
、
そ
れ
に
よ
る
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
強
ま
り
を
量
産
　
　
的
発
行
に
よ
っ
て
国
債
市
場
は
急
膨
脹
し
、
い
ま
や
公
杜
債
市
場
の
中

　
　
　
　
財
政
危
機
下
に
お
げ
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
つ
い
て
（
梅
原
）
　
　
六
九
（
　
六
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
一
号
）

心
を
占
め
る
に
至
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
近
年
の
公
杜
債
流
通
市
場
の
拡

大
は
著
し
い
も
の
で
あ
る
。
公
杜
債
売
買
高
は
、
七
五
年
約
五
二
兆
円
、

七
六
年
約
六
七
兆
円
、
七
七
年
約
一
一
七
兆
円
、
七
八
年
約
二
〇
三
兆

円
と
四
年
問
に
四
倍
も
の
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。
国
債
売
買
高
も
こ

の
問
飛
躍
的
に
増
大
し
、
そ
の
全
公
杜
債
売
買
高
に
占
め
る
割
合
は
、

七
五
年
二
・
四
劣
、
七
六
年
三
・
六
％
、
七
七
年
一
一
・
八
％
、
七
八

年
三
〇
・
三
劣
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
間
の
公
杜
債
市

場
の
拡
大
が
国
債
市
場
の
拡
大
に
依
る
こ
と
、
ま
た
利
付
金
融
債
（
七

八
年
の
売
買
高
が
全
公
杜
債
売
買
高
に
占
め
る
割
合
は
二
七
・
六
％
）
に
代
っ

て
国
債
が
公
杜
債
市
場
の
主
役
に
座
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
七
五
年
以
降
、
な
か
ん
ず
く
七
七
年
春
以
降
の
国
債
市
場
の
急
膨
張

は
、
設
備
投
資
の
停
滞
と
貿
易
収
支
の
大
幅
黒
字
に
よ
る
企
業
と
金
融

機
関
に
お
け
る
貨
幣
資
本
の
過
多
（
「
過
剰
流
動
性
」
）
の
発
生
を
基
盤
と

し
、
不
況
対
策
と
し
て
の
公
定
歩
合
の
引
下
げ
（
七
五
年
四
月
か
ら
七
八

年
三
月
ま
で
連
続
八
回
、
幅
五
．
八
五
％
の
引
下
げ
）
を
契
機
と
す
る
超
金

融
緩
和
状
態
が
市
中
金
利
水
準
の
大
幅
な
下
落
に
伴
い
既
発
国
債
の
市

場
価
格
を
額
面
価
格
以
上
に
上
昇
さ
せ
、
国
債
を
遊
休
資
金
の
有
利
な

運
用
対
象
に
さ
せ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

た
め
に
は
次
の
よ
う
な
制
度
的
、
政
策
的
枠
組
み
の
変
化
を
前
提
と
し

七
〇
（
七
〇
）

、
た
げ
れ
ぱ
な
ら
た
か
っ
た
。

　
第
二
の
特
徴
は
国
債
流
通
市
場
の
変
化
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
こ
れ

メ
で
の
国
債
流
動
化
阻
止
政
策
に
対
し
て
国
債
の
流
動
化
が
促
進
さ
れ

て
き
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
具
体
的
に
は
、
七
七
年
四
月
の
金
融
機
関
保

有
国
債
の
市
中
売
却
の
自
由
化
（
た
だ
し
発
行
後
一
年
未
満
の
国
債
を
除
く
）
、

同
年
九
月
の
建
設
国
債
借
換
制
度
の
改
定
に
よ
る
建
設
国
債
流
動
化
の

促
進
（
新
し
い
借
換
方
式
に
つ
い
て
は
一
〇
年
物
建
設
国
債
の
償
還
が
開
始
さ

れ
る
八
二
年
二
月
を
目
途
に
検
討
と
さ
れ
た
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
う
一
っ

の
変
化
は
国
債
市
場
価
格
の
弾
力
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ

て
、
取
引
所
上
場
国
債
の
価
格
移
成
に
対
す
る
政
府
・
目
銀
の
介
入
の

中
断
（
七
七
年
二
月
以
降
）
、
国
債
の
店
頭
価
格
の
弾
力
化
（
上
場
価
格
基
準

の
変
動
範
囲
の
拡
大
〔
七
五
年
一
〇
月
〕
や
国
債
店
頭
気
配
の
発
表
〔
七
八
年
二

月
〕
）
、
日
銀
の
国
債
オ
ベ
レ
ー
シ
ョ
ソ
価
格
の
弾
力
化
（
そ
れ
ま
で
の
上

場
価
格
基
準
に
よ
る
買
い
上
げ
か
ら
上
場
価
格
上
下
二
％
の
範
囲
内
で
の
入
札

方
式
に
ょ
る
買
い
上
げ
方
式
の
開
発
へ
、
七
八
年
一
月
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
従
来
の
国
債
流
動
化
阻
止
政
策
と
国
債
価
格
管
理
政
策
か
ら

の
大
幅
な
修
正
（
た
だ
し
こ
れ
ら
の
政
策
が
全
面
的
に
放
棄
さ
れ
た
と
は
い
え

な
い
が
）
に
よ
っ
て
、
国
債
流
通
市
場
を
拡
大
し
市
場
動
向
に
対
応
さ

せ
る
こ
と
で
、
杜
会
的
遊
休
資
金
の
導
入
を
円
滑
化
し
国
債
売
買
を
活



発
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
は
流
通
利
回
り
と
応
募
者
利
回
り
の
乖
離
と
い
う
事
態
は
・
金
融
緩
和

　
第
三
の
特
徴
は
国
債
発
行
市
場
に
つ
い
て
で
あ
る
。
発
行
市
場
に
お
　
　
下
で
の
国
債
市
場
価
格
の
上
昇
と
市
中
消
化
の
活
発
さ
の
中
で
国
債
発

い
て
も
変
化
は
進
ん
で
き
た
。
ま
ず
国
債
種
類
の
多
様
化
が
七
七
年
一
　
　
行
・
消
化
政
策
に
破
綻
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
・
景
気
の

月
の
五
年
物
割
引
国
債
の
発
行
以
来
、
中
期
利
付
国
賃
三
年
物
、
二
年
　
　
一
定
の
回
復
と
国
際
的
高
金
利
化
現
象
に
よ
る
金
触
緩
和
状
態
の
収
束

物
、
四
年
物
の
発
行
と
進
め
ら
れ
、
中
短
期
資
金
の
動
員
が
進
め
ら
れ
　
　
に
伴
っ
て
、
七
八
年
八
月
以
降
、
国
廣
消
化
難
、
国
債
市
場
価
格
の
下

て
き
た
。
ま
た
、
金
融
機
関
以
外
の
個
人
と
く
に
企
業
の
余
裕
資
金
の
　
　
落
と
な
っ
て
矛
盾
を
露
呈
し
は
じ
め
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

吸
収
を
目
的
と
し
て
、
七
八
年
六
月
か
ら
中
期
国
債
の
公
募
入
札
方
式
　
　
　
昭
和
五
〇
年
代
の
国
債
市
場
の
第
四
の
特
徴
は
、
ま
さ
に
こ
の
国
債

が
採
用
さ
れ
、
こ
れ
で
発
行
方
式
は
長
期
国
債
の
シ
ソ
ジ
ヶ
ー
ト
団
引
　
　
消
化
難
、
市
場
価
格
暴
落
と
い
う
事
態
の
発
生
で
あ
る
。
も
と
も
と
大

受
け
方
式
と
二
本
立
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
国
債
発
行
条
件
の
弾
力
化
も
　
　
量
の
国
債
を
市
場
が
受
容
で
き
た
の
は
、
金
融
の
超
緩
和
下
で
市
場
利

進
め
ら
れ
、
応
募
者
利
回
り
で
み
れ
ぱ
、
七
四
年
一
〇
月
の
八
・
四
一
　
　
子
率
が
急
低
下
し
国
債
が
遊
休
資
金
の
有
利
な
運
用
対
象
と
し
て
浮
上

四
％
を
ピ
ー
ク
に
七
五
年
八
月
か
ら
七
八
年
四
月
ま
で
連
続
七
回
、
幅
　
し
え
た
か
ら
で
あ
る
が
、
七
八
年
三
月
の
公
定
歩
合
引
下
げ
を
契
機
に

二
．
二
三
四
％
の
引
下
げ
が
行
な
わ
れ
、
七
四
年
頃
に
は
国
貸
と
事
業
　
　
利
子
率
低
下
に
１
底
値
圏
が
明
ら
か
に
な
り
、
金
利
水
準
上
昇
へ
の
期
待

債
の
応
募
者
利
回
り
の
格
差
が
約
丁
二
％
で
あ
っ
た
の
が
、
七
七
年
　
　
と
景
気
回
復
に
対
応
し
た
企
業
で
の
手
許
流
動
性
の
確
保
の
た
め
に
、

夏
以
降
○
・
二
％
に
縮
小
さ
れ
た
。
し
か
し
、
発
行
市
場
に
お
げ
る
問
　
　
国
債
よ
り
も
よ
り
流
動
性
の
高
い
短
期
市
場
（
例
え
ぱ
条
件
付
債
券
売
買

題
の
最
大
の
ポ
ィ
ソ
ト
は
こ
の
よ
う
な
変
化
の
進
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
・
　
市
場
な
ど
）
に
資
金
が
移
動
し
、
そ
の
よ
う
な
時
点
で
国
債
の
大
量
発

国
債
発
行
条
件
が
市
場
実
勢
に
応
じ
て
弾
力
的
に
変
更
さ
れ
る
に
は
至
　
　
行
が
重
な
り
合
っ
た
た
め
、
国
債
消
化
難
が
生
じ
た
。
さ
ら
に
、
七
九

ら
ず
、
基
本
的
に
国
債
割
当
て
発
行
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
年
度
予
算
に
お
げ
る
前
年
度
以
上
の
大
量
の
国
債
発
行
計
画
と
七
八
年

流
通
市
場
に
お
け
る
流
動
化
．
価
格
弾
力
化
の
促
進
と
発
行
市
場
に
お
　
　
秋
以
降
の
物
価
上
昇
に
対
す
る
目
銀
の
金
融
引
締
め
政
策
の
開
始
が
そ

け
る
割
当
て
消
化
．
発
行
条
件
の
硬
直
性
と
い
う
二
重
構
造
、
あ
る
い
　
　
れ
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
八
年
八
月
に
上
場
最
長
期
六

　
　
　
　
財
政
危
機
下
に
お
け
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
っ
い
て
（
梅
原
）
　
　
七
一
（
　
七
一
）
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＼

・
六
％
国
債
が
額
面
を
割
っ
て
以
来
、
な
か
ん
ず
く
七
九
年
初
頭
以
降

の
国
債
価
格
の
下
落
は
激
し
く
、
六
・
一
％
国
債
の
推
移
を
み
れ
ぱ
、

七
九
年
三
月
に
は
九
一
円
五
〇
銭
、
四
月
に
は
八
七
円
台
、
六
月
に
は

八
五
円
台
を
記
録
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
、
国
債
発
行
額
減
額

や
応
募
者
利
回
り
の
引
上
げ
（
七
九
年
三
月
、
四
月
、
八
月
に
そ
れ
ぞ
れ
〇

一
四
、
○
・
七
、
○
・
五
％
）
、
目
銀
国
債
買
い
オ
ペ
の
機
動
的
実
施
、
長

期
国
債
シ
団
引
受
分
減
額
・
公
募
入
札
中
期
国
債
発
行
増
．
政
府
資
金

の
大
観
模
導
入
を
柱
と
し
た
「
国
債
管
理
総
合
政
策
」
（
七
九
年
五
月
七
日
）

の
実
施
、
家
計
貯
蓄
資
金
導
入
の
た
め
の
国
債
投
信
・
中
期
国
債
フ
ァ

ソ
ド
の
設
定
、
国
債
評
価
損
の
帳
簿
上
の
圧
縮
の
た
め
の
七
九
年
九
月

期
決
算
に
お
げ
る
統
一
経
理
基
準
の
改
訂
一
八
○
年
三
月
期
決
算
に
お

げ
る
原
価
法
、
氏
価
法
の
選
択
制
の
導
入
た
と
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
た

が
、
今
目
に
至
る
ま
で
事
態
の
基
本
的
な
解
決
に
至
っ
て
い
た
い
。

　
　
（
１
’
）
　
鈴
木
武
雄
『
目
本
公
債
論
』
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
一
九
七
六
年
、

　
　
　
　
第
二
部
第
二
章
。

　
　
（
２
）
　
「
公
債
依
存
度
三
〇
％
の
壁
」
を
た
ん
に
大
蔵
省
の
「
財
政
エ
ゴ
」

　
　
　
　
と
い
う
こ
と
で
済
ま
す
わ
げ
に
は
い
か
な
い
の
は
、
次
の
大
蔵
省
高
官

　
　
　
　
の
発
言
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
背
後
に
は
経
済
構
造
全
体
の
危
機
認
識

　
　
　
．
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
佐
上
武
弘
氏
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
マ
）

　
　
　
　
る
、
　
「
ケ
イ
ソ
ズ
の
計
量
経
済
に
親
し
ん
だ
学
者
に
は
、
大
蔵
省
が
三

　
　
　
　
割
な
ど
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
る
の
は
ナ
ソ
セ
ソ
ス
だ
と
い
う
意
見
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
　
七
二
）

　
あ
る
。
そ
し
て
現
在
、
『
有
効
需
要
ギ
ャ
ッ
プ
』
が
だ
い
た
い
一
七
～

　
　
一
八
兆
円
あ
る
の
に
二
兆
円
程
度
で
は
”
二
階
か
ら
目
薬
。
で
は
た
い

　
か
と
い
う
。
Ｌ
か
し
、
『
有
効
需
要
ギ
ャ
ッ
プ
』
と
は
い
っ
た
い
何
か
。

　
高
度
成
長
期
に
見
合
う
よ
う
な
生
産
規
模
を
フ
ル
回
転
さ
せ
る
と
い
う

　
仮
定
の
も
と
で
は
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
有
効
需
要
ギ
ャ
ヅ
プ
が
あ
る

　
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
石
油
シ
ヨ
ッ
ク
後
の
産
業
構
造
の
転
換
と

　
い
う
課
題
の
た
か
で
、
高
度
成
長
時
代
の
産
業
構
造
を
前
提
と
し
た
ギ

　
　
ャ
ヅ
プ
を
全
部
財
政
金
融
政
策
で
埋
め
た
ら
大
イ
ソ
フ
レ
に
な
っ
て
し

　
ま
う
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
い
う
事
態
を
ふ
ま
え
て
新
し
い
措
置

　
を
と
ら
な
げ
れ
ぱ
た
ら
た
い
の
だ
」
（
「
総
合
経
済
対
策
の
背
景
と
財
政

　
　
の
立
場
」
『
金
融
財
政
事
情
』
一
九
七
七
年
九
月
一
九
目
号
、
二
二
～

　
　
二
三
頁
）
。
し
か
し
、
急
激
な
円
高
の
進
行
と
欧
米
諸
国
か
ら
の
内
需

　
拡
大
要
求
の
下
で
、
「
三
〇
％
の
壁
」
は
簡
単
に
突
破
さ
れ
た
。
七
七

　
年
度
は
そ
の
年
度
の
税
収
入
が
七
四
年
度
水
準
を
よ
う
や
く
突
破
し
た

　
時
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
七
五
年
度
補
正
予
算
に

　
　
は
じ
ま
る
二
〇
％
台
の
国
債
発
行
が
多
分
に
不
況
に
と
も
な
う
歳
入
補

　
　
填
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
七
七
年
度
第
二
次
補
正
予
算
に

　
　
は
じ
ま
る
三
〇
％
台
の
国
債
発
行
は
そ
れ
と
は
異
質
な
（
大
規
模
公
共

　
　
事
業
を
中
心
と
す
る
財
政
ス
ベ
ソ
デ
イ
ソ
グ
に
よ
る
恒
常
的
た
内
需
振

　
　
興
と
い
う
）
性
格
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
佐
上
発
言

　
　
は
・
そ
う
い
う
意
味
で
の
財
政
破
綻
の
本
格
的
た
深
ま
り
を
裏
づ
け
る

　
　
も
の
と
た
っ
て
い
る
。

（
３
）
　
昭
和
四
〇
年
代
の
国
債
市
場
と
国
債
管
理
政
策
に
つ
い
て
は
、
中
島

　
　
将
隆
『
目
本
の
国
債
管
理
政
策
』
東
洋
経
済
新
報
杜
、
一
九
七
七
年
、

　
　
を
参
照
。



　
　
（
４
）
　
・
…
で
国
債
買
い
オ
ベ
実
施
率
と
い
う
の
は
前
年
度
ま
で
の
国
債
市
　
　
レ
の
強
ま
り
を
緩
和
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
た
だ
し
、
保
有
金
融
債
の
日

　
　
　
中
公
募
額
累
計
に
対
す
る
買
い
オ
ペ
実
施
額
の
比
率
で
あ
る
、
加
藤
隼
　
　
銀
売
却
等
で
得
た
資
金
に
よ
っ
て
国
債
を
引
受
げ
る
場
合
は
た
ん
に
ポ
ー
ト
一

　
　
　
人
「
わ
が
国
公
杜
債
市
場
の
現
状
と
間
題
点
」
『
証
券
経
済
学
会
年
報
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ォ
リ
オ
の
変
更
が
行
た
わ
れ
る
だ
げ
で
マ
ネ
ー
・
サ
ブ
ラ
イ
の
抑
制
に
は
な

　
　
　
第
一
一
号
、
二
六
〇
頁
、
中
島
将
隆
、
前
掲
書
、
一
七
一
頁
、
参
照
。

　
　
（
５
）
昭
和
五
〇
年
代
の
国
債
市
場
と
国
債
管
理
政
策
の
特
徴
に
つ
い
て
の
　
　
ら
な
い
が
）
。
第
四
表
に
み
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
資
金
運
用
部
資
金

　
　
　
以
下
の
論
述
に
あ
た
っ
て
は
、
中
島
将
隆
「
国
債
発
行
と
証
券
市
場
」
　
　
に
よ
る
国
債
保
有
残
高
の
全
保
有
残
高
に
占
め
る
割
合
は
、
金
融
情
勢

　
　
　
川
合
一
郎
編
著
『
日
本
の
証
券
市
場
』
東
洋
経
済
新
報
杜
、
一
九
七
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
影
響
を
受
げ
た
年
々
の
変
動
が
あ
る
と
は
い
え
、
一
般
的
に
か
な
り

　
　
　
年
所
収
、
お
よ
び
北
村
恭
二
編
著
『
国
債
』
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、

　
　
　
　
一
九
七
九
年
、
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
き
な
割
合
を
占
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
資
金
運
用
部
資
金
は
こ
の
よ

　
２
　
国
債
管
理
政
策
の
一
手
段
と
し
て
の
資
金
運
用
部
資
金
　
　
う
な
形
で
昭
和
四
〇
年
代
の
統
制
的
国
債
管
理
政
策
を
補
完
し
て
き
た

　
資
金
運
用
部
資
金
に
よ
る
新
規
発
行
長
期
国
債
の
保
有
は
、
六
五
年
　
　
の
で
あ
る
。

度
の
本
格
国
債
発
行
以
来
の
こ
と
で
あ
る
（
第
四
表
）
。
昭
和
四
〇
年
代
　
　
　
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
昭
和
五
〇
年
代
の
国
債
市
場
と
国
債
管
理

に
お
げ
る
資
金
運
用
都
資
金
に
よ
る
新
規
国
債
保
有
の
役
割
は
、
一
っ
　
　
政
策
の
構
造
的
変
化
に
対
し
、
資
金
運
用
部
資
金
は
、
如
何
な
る
役
割

に
は
、
任
意
性
（
郵
便
貯
金
た
ど
）
で
あ
れ
強
制
（
年
金
フ
オ
ソ
ド
）
で
あ
　
　
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
個
人
の
貯
蓄
性
資
金
で
あ

れ
、
個
人
の
貯
蓄
性
資
金
を
預
託
金
の
大
宗
と
す
る
資
金
運
用
部
資
金
　
　
る
と
い
う
性
格
か
ら
、
昭
和
四
〇
年
代
に
っ
い
て
述
べ
た
二
っ
の
機
能

に
よ
っ
て
国
債
の
個
人
消
化
を
間
接
的
に
ー
代
行
し
、
国
債
流
動
化
阻
止
　
　
が
継
承
さ
れ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
問
題
は
そ
う

政
策
の
下
で
の
金
融
機
関
引
受
げ
を
減
ら
し
、
様
々
た
国
債
個
人
消
化
　
　
し
た
機
能
が
変
化
し
た
事
態
の
下
で
ど
の
よ
う
た
役
割
を
果
し
て
い
る

促
進
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
低
位
な
ま
ま
の
個
人
消
化
（
保
有
率
は
全
体
の
　
　
か
で
あ
る
。
資
金
運
用
部
資
金
は
七
四
年
度
か
ら
、
新
規
国
債
引
受
げ

一
割
未
満
）
を
補
完
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
っ
に
は
、
新
観
　
　
に
要
す
る
資
金
を
預
託
金
増
加
見
込
額
の
一
部
か
ら
割
当
て
る
配
分
方

発
行
国
債
の
引
受
け
及
び
目
銀
が
買
い
オ
ペ
し
た
国
債
の
一
部
を
買
い
　
　
式
に
変
更
さ
れ
た
（
第
五
表
）
。
っ
ま
り
年
度
当
初
か
ら
国
債
保
有
が
大

取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
通
貨
の
追
加
供
給
を
抑
制
し
イ
ソ
フ
　
　
き
な
割
合
を
も
っ
て
計
画
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
財
政
危
機
下
に
お
げ
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
つ
い
て
（
梅
原
）
　
　
七
三
（
　
七
三
）
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９
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２
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７
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７
７

７
８

七
八
年
一
月
か
ら
は
日
銀
を
媒
介
と
し
て
国
債
流
通
市
場
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
資
金
運
用
都
資
金
は
国
債
の
発
行
と
流
通

の
両
部
面
に
一
定
の
影
響
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
国
債
市
場
と
の
関
わ
り
合
い
の
中
で
資
金
運
用
部
資
金
が
果
た
し 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
（
　
七
四
）

　
　
　
　
　
て
き
た
役
割
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
そ
の
第
一
の
役
割
は
、
新
観
国
債
引
受
け
の
増
減
と
既
発
国
債

　
　
　
　
　
　
の
売
買
を
通
じ
て
、
国
債
市
場
の
需
給
変
動
に
対
応
し
て
国
債
消

　
　
　
　
　
化
と
国
債
市
場
価
格
の
安
定
化
に
努
め
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

眺
　
　
舘
　
　
　
資
金
運
用
部
は
七
八
年
一
月
、
三
月
、
四
月
に
保
有
国
債
の
一

作
　
　
　
を

りょ
　
　
円
　
　
部
を
市
中
売
却
し
た
（
第
六
表
）
。
こ
れ
は
年
度
末
か
ら
出
納
整
理

　
　
　
億

版鞭
〃
期
間
に
か
け
て
の
財
政
投
融
資
原
資
の
資
金
調
達
を
目
的
と
す
る

各
　
剛

靭
　
　
例
　
　
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
　
「
当
時
償
還
期
限
の
短
い
国
債
は

　
　
　
特

簑
齢
ほ
と
ん
ど
オ
ペ
に
よ
昌
警
吸
収
夷
市
中
の
残
高
は
わ
ず

統
ぺ
　
年

鰐
籠
か
で
あ
つ
た
が
、
資
金
運
用
部
の
農
の
放
出
は
、
市
中
で
中
期

簸
讐
一
ぷ
峨
一
一
一
顯

汽
ム
弐
す
る
も
の
で
あ
一
た
。
そ
の
背
景
に
は
七
七
年
春
以
降
の
国
纂

出
注
（
（
　
　
　
買
の
活
発
さ
が
あ
る
。
こ
れ
を
受
げ
て
、
七
八
年
度
に
は
、
そ
れ

　
　
　
ま
で
七
六
、
七
七
年
度
に
一
兆
円
も
行
な
っ
て
き
た
新
観
国
債
の
引
受

　
　
　
げ
が
取
り
や
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
七
八
年
夏
以
降
深
刻
化
し
は
じ
め

　
　
　
た
国
債
価
格
の
下
落
・
国
債
消
化
難
に
対
し
て
、
七
八
年
九
月
に
は
三

　
　
　
〇
六
三
億
円
の
市
中
保
有
国
債
を
買
い
オ
ベ
し
、
七
九
年
度
財
政
投
融



醤
閉
淋
　
津
犀
賠
聾
踊
覇
踊
～
域
紛
噛
註
嬰
囲
煎
竺
浄
ｑ
◎
静
贈
－
淑
蹴
入
ー
メ
ー

（
栂
序
一
粛
田
一
“
）

津

犀

熊

露

踊

詞

踊

舟

瞬

一
難
塾
一
鷲
蜜
愛

一
襯
鷹
か

津
犀
賄
蟄
癖
茸
国

醐
嚢
甥

吟
　
　
斗

亘

重
蒲
域
紛

蔓
＼
亘

蔓

■

岩
お

虞
一
５
ト

（
ト
。
９
Ｈ
）

ｃ
ｏ
◎
Ｎ

胃
ｋ
ｏ
ｏ
』

一
震
◎
。

ト
し
Ｏ
◎

薫
一
５
ト

（
ト
。
９
Ｈ
）

－
（

１
）

１

ミ

虐
』
べ
ｏ
。

（
睾
ｏ
）

墨
り

◎
。
◎
」
Ｈ
ｏ
。

ｐ
べ
８

ｏ
。
』
ｏ
◎
。

８
し
轟

（
ト
。
－
．
ｏ
）

卜
８
◎
（
暗
遠
）

卜

仁

富

Ｈ
Ｈ
卜
◎
Ｈ
◎

（
Ｎ
Ｏ
．
ｍ
）

雷
岬

ｏ
ｏ
。
』
富

Ｈ
９
崖
Ｈ

卜
８
ｏ
。

Ｈ
０
９
胃
Ｏ

（
Ｈ
ｇ
ｏ
）

・
。
二
〇
◎
（
－
０
９
◎
）

べ
．

仁

寓

－
８
一
〇
屋

（
ド
ｏ
）

ざ
岬

Ｈ
Ｏ
ド
竃
Ｏ

Ｈ
ピ
轟
ｏ

ｏ
。
一
◎
お

Ｈ
ｓ
」
お

（
ｏ
』
）

Ｈ
Ｏ
』
緕
（
秦
Ｏ
）

ｏ
◎
．

ｏ
ｏ

ミ

崖
卜
Ｈ
亀

（
Ｈ
べ
』
）

害
Ｈ

Ｈ
岩
』
ｏ
。
～

Ｈ
ｃ
◎
』
８

旨
し
８

Ｈ
◎
。
卜
Ｈ
亀

（
Ｈ
ｏ
．
ｏ
）

Ｈ
ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
（
＞
「
０
）

９

ｏ

べ
◎
◎

崖
９
お
ｏ
（
〉
ド
ｏ
）

８
べ

Ｈ
Ｈ
－
べ
８

Ｈ
卜
震
Ｈ

Ｈ
ｏ
。
一
お
Ｎ

崖
９
お
ｏ

（
ト
ベ
）

－
（

１
）

１

お

畠
ｏ
。
し
ト
ｏ
べ

（１
）

ト
◎
胃

旨
Ｈ
』
雪

旨
』
８

崖
一
ミ
ｏ

崖
ｏ
。
し
ミ

（１
）

気
Ｏ
○
○
（
暗
遠
）

ｏ
◎
．

Ｎ

（
庄
割
）
汁
戴
嚇
『
津
犀
紛
勢
謀
卑
泣
蟄
鵠
８
べ
一
ミ
Ｐ
８
ポ
。
。
３
。
。
５
・
。
ミ
琳
¢
片
６
奇
爵
。

（
時
）
　
－
．
べ
ｏ
ｏ
青
涛
江
滞
謙
剖
蛯
申
一
お
舟
属
蒔
雌
菖
卑
国
。

　
　
Ｎ
．
（
）
婁
叫
塗
罫
舟
涛
毒
ｑ
歯
。

債
　
）

国
　
円

の
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位

用
カ
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参
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市表
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ｏ
Ｆ
ｏ
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０
９
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買

０
ｏ
り

，

，

０
，

３
ｏ
リ
　
７

１８ｏ
ん
０
ｏ
Ｊ
　
８
０

売
９
，

Ｏ
，

Ｏ
，

２
２
３

■
買

月

月

売

１

３

４

９

３

６

年

年

月８
７

９
７

年 ９
１

９
１

１

資
計
画
で
は
資
金
運
用
部
国

債
引
受
げ
が
復
活
さ
れ
（
一

兆
五
〇
〇
〇
億
円
を
予
定
）
、
さ

ら
に
七
九
年
二
月
以
降
の
国

債
市
況
の
一
段
の
悪
化
に
対

し
て
、
三
月
に
三
二
二
五
億

円
、
六
月
に
「
総
合
的
国
債

管
理
政
策
」
に
も
と
づ
く
七

財
政
危
機
下
に
お
け
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
つ
い
て
（
梅
原
）

○
○
○
億
円
の
市
中
保
有
国
債
の
買
い
オ
ベ
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
、
国
債
市
場
が
活
発
な
と
き
に
は
保
有
国
債
の
売
却
と
新
規
国

債
引
受
け
の
減
額
を
、
市
場
が
悪
化
し
て
く
る
と
市
中
か
ら
の
買
い
上

げ
と
引
受
げ
額
の
増
額
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
債
市
場
の
安
定

化
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
時
々
の
需
給
の
性
格
（
中

期
債
二
ー
ズ
あ
る
い
は
長
期
債
消
化
難
と
い
う
よ
う
な
）
に
対
応
し
て
行
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
目
銀
に
よ
る
．
オ
ベ
で
た
く
、

資
金
運
用
部
資
金
が
市
場
安
定
化
の
手
段
と
し
て
最
大
限
に
用
い
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
．
七
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
一
号
）

て
い
る
こ
と
が
最
近
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
資
金
運
用
部
資
金
の
第
二
の
役
割
は
、
国
債
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
お

げ
る
公
募
入
札
方
式
と
価
格
弾
力
化
政
策
を
先
取
り
的
に
実
施
し
て
き

た
こ
と
で
あ
る
。

　
七
八
年
一
月
二
七
目
、
資
金
運
用
部
は
は
じ
め
て
国
債
流
通
市
場
に

参
加
し
、
保
有
国
債
三
〇
〇
〇
億
円
を
目
銀
を
介
し
た
売
り
オ
ペ
に
よ

っ
て
市
中
売
却
し
た
。
こ
の
と
ぎ
の
売
り
オ
ペ
の
特
徴
は
、
政
府
機
関

と
し
て
は
じ
め
て
債
券
オ
ペ
に
公
募
入
札
方
式
を
採
り
入
れ
た
こ
と
で

あ
り
、
入
札
方
式
も
、
↑
Ｄ
入
札
価
格
は
東
京
証
券
取
引
所
上
場
価
格
を
下

限
に
二
劣
の
範
囲
内
で
一
〇
銭
刻
み
で
上
乗
せ
す
る
方
法
で
、
岬
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

ゆ
る
「
ダ
ッ
チ
方
式
」
（
入
札
に
よ
っ
て
募
入
決
定
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
最
低
価

格
あ
る
い
は
最
高
の
利
回
り
に
対
応
す
る
価
格
で
統
一
的
に
す
べ
て
の
募
入
決

定
分
の
価
格
を
決
定
す
る
方
式
）
で
、
　
つ
ま
り
オ
ベ
価
格
を
弾
力
化
す
る

よ
う
に
し
て
行
た
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
入
札
方
式
は
、
同
年
四

月
一
七
目
の
売
り
オ
ペ
の
際
に
は
、
の
入
札
価
格
は
取
引
所
上
場
価
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
上
下
二
劣
の
範
囲
内
、
＠
い
わ
ゆ
る
「
コ
ソ
ベ
ソ
シ
ョ
ナ
ル
方
式
」

（
落
札
者
が
そ
れ
ぞ
れ
提
示
し
た
応
募
価
格
あ
る
い
は
申
入
利
回
り
に
対
応
し

た
価
格
で
当
該
国
債
の
代
表
払
込
み
を
行
た
う
方
式
）
で
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
た
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
　
七
六
）

　
こ
れ
ら
に
先
立
つ
七
八
年
一
月
六
目
、
目
銀
は
、
そ
れ
ま
で
の
固
定

価
格
に
よ
る
割
当
方
式
で
の
債
券
オ
ベ
か
ら
、
相
手
方
の
希
望
に
も
と

づ
く
オ
ペ
価
格
・
相
手
先
別
に
売
買
量
を
決
定
す
る
方
式
（
実
質
的
た
入

札
方
式
）
に
よ
る
債
券
オ
ベ
に
移
行
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は

オ
ペ
価
格
を
弾
カ
化
し
入
札
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
で
“
国
債
流
動
化

と
市
場
価
格
の
弾
力
化
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
従
来
の
オ
ペ
価
格
で
あ
る
上
場
価
格
で
は
活

発
化
す
る
市
場
で
の
実
勢
価
格
に
対
し
て
売
手
有
利
と
い
え
な
く
な
っ

て
き
た
こ
と
や
、
金
融
機
関
保
有
国
債
の
市
中
売
却
が
進
む
な
か
で
国

債
弓
受
げ
シ
ェ
ァ
と
保
有
高
シ
ェ
ァ
が
比
例
し
な
く
な
り
、
引
受
げ
シ

ェ
ア
・
べ
ー
ス
で
の
オ
ペ
配
分
方
式
が
金
融
機
関
間
の
利
害
を
拡
大
す

る
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
こ
と
な
ど
の
事
情
が
あ
る
。
し
か
し
日
銀
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

決
定
で
は
債
券
オ
ペ
の
具
体
的
な
方
法
は
検
討
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。

　
資
金
運
用
部
資
金
に
よ
る
入
札
方
式
や
そ
こ
で
の
価
格
弾
力
化
は
、

検
討
課
題
と
さ
れ
て
い
た
目
銀
の
新
し
い
国
債
オ
ペ
方
式
を
先
取
り
的

に
実
施
し
た
も
の
に
は
か
な
ら
な
い
。
目
銀
の
新
方
式
に
よ
る
オ
ペ
は

六
月
に
実
施
さ
れ
、
方
針
決
定
か
ら
そ
の
実
現
ま
で
の
あ
い
だ
、
資
金

運
用
都
資
金
を
用
い
て
二
つ
の
価
格
決
定
方
式
七
入
札
方
式
が
実
験
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
日
銀
は
六
月
、
八
月
の
オ
ペ
で
は



ダ
ッ
チ
方
式
を
、
一
二
月
の
二
回
に
わ
た
る
オ
ベ
で
は
コ
ソ
ベ
ソ
シ
ヨ
　
　
場
段
階
で
政
府
機
関
が
買
い
上
げ
た
こ
と
、
二
っ
に
は
買
入
価
格
が
そ

ナ
ル
方
式
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
既
発
国
債
の
オ
ペ
レ
ー
シ
　
　
れ
ま
で
の
公
募
入
札
方
式
で
の
市
場
価
格
を
基
準
に
し
た
弾
力
価
格
で

ヨ
ソ
に
お
げ
る
公
募
入
札
方
式
の
採
用
・
実
施
と
並
ん
で
、
同
年
六
月
　
　
は
な
く
、
残
存
期
問
を
も
と
に
計
算
さ
れ
た
理
論
価
格
で
あ
る
こ
と
、

に
１
は
三
年
物
中
期
利
付
国
債
の
公
募
入
札
が
は
じ
め
て
実
施
さ
れ
る
の
　
　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
場
価
格
（
当
時
八
七
円
台
）
で
買
い
上
げ
れ
ぱ
金
融

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機
関
に
巨
額
の
売
却
損
が
出
る
の
を
、
発
行
価
格
（
九
九
円
五
〇
銭
）
に

　
資
金
運
用
部
資
金
の
第
三
の
役
割
は
国
債
種
類
の
多
様
化
で
あ
る
。
　
　
二
、
三
銭
上
乗
せ
し
た
価
格
で
買
い
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
約
九
〇
〇

こ
こ
で
は
七
八
年
一
〇
月
、
七
八
年
度
補
正
予
算
に
お
け
る
三
〇
〇
〇
　
　
億
円
の
売
却
損
を
軽
減
す
る
こ
と
に
た
っ
た
こ
と
、
三
っ
に
は
一
年
後

億
円
の
国
債
増
発
を
二
年
物
利
付
国
債
で
資
金
運
用
部
が
引
受
け
た
こ
　
　
売
戻
し
条
件
付
き
の
ス
ワ
ッ
プ
方
式
が
採
ら
れ
な
が
ら
売
戻
し
条
件
の

と
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
二
年
債
は
二
年
物
定
期
預
金
と
の
競
合
か
ら
市
　
　
内
容
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
四
っ
目
は
買
入
れ
対
象
機
関
を
都

中
流
通
が
拒
否
さ
れ
、
そ
れ
を
資
金
運
用
部
で
引
き
取
る
こ
と
に
な
っ
　
　
銀
・
地
銀
・
長
信
銀
・
信
託
銀
行
・
信
用
金
庫
に
限
定
し
生
損
保
会
杜

た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
証
券
会
杜
が
除
外
さ
れ
る
差
別
的
政
策
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
で
あ

　
資
金
運
用
部
資
金
の
国
債
市
場
で
の
役
割
の
第
四
は
、
国
債
価
格
の
　
　
る
。

下
落
に
伴
た
う
金
融
機
関
に
お
げ
る
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ロ
ス
（
売
却
損
．
　
　
七
九
年
七
月
に
上
場
が
予
定
さ
れ
た
「
二
二
回
債
」
（
一
兆
九
〇
〇
〇

評
価
損
）
の
発
生
を
積
極
的
に
救
済
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
　
　
億
円
）
の
四
割
近
く
を
買
い
取
る
こ
と
で
六
．
一
％
国
債
の
暴
落
に
歯

七
九
年
六
月
の
市
中
か
ら
の
七
〇
〇
〇
億
円
の
国
債
買
い
敢
り
の
中
に
　
　
止
め
を
か
げ
っ
っ
、
積
極
的
な
売
却
損
・
評
価
損
対
策
っ
ま
り
「
銀
行

典
型
的
に
現
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
算
対
策
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
、
最
近
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
こ
の
買
い
オ
ペ
は
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
た
。
一
つ
は
、
買
　
　
こ
の
よ
う
に
、
資
金
運
用
都
資
金
は
、
新
規
発
行
長
期
国
債
の
一
定

入
れ
対
象
国
債
が
七
八
年
一
〇
～
一
二
月
に
発
行
さ
れ
た
「
二
二
回
債
」
　
都
分
を
引
受
げ
る
こ
と
で
金
融
機
関
負
担
を
軽
減
し
、
ま
た
目
銀
が
買

で
、
発
行
後
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
市
中
売
却
禁
止
中
の
国
債
を
上
　
　
い
オ
ペ
し
た
国
債
の
買
取
り
に
よ
っ
て
通
貨
供
給
を
抑
制
す
る
と
い
う
、

　
　
　
　
財
政
危
機
下
に
お
け
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
っ
い
て
（
梅
原
）
　
　
七
七
（
七
七
）
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昭
和
四
〇
年
代
か
ら
の
機
能
を
継
承
し
つ
つ
、
昭
和
五
〇
年
代
の
国
債

市
場
の
構
造
的
変
化
に
積
極
的
に
対
応
し
て
、
国
債
市
場
の
安
定
化
、

国
債
オ
ペ
に
お
け
る
公
募
入
札
方
式
の
実
施
と
価
格
弾
力
化
、
国
債
種

類
の
多
様
化
、
そ
し
て
国
債
売
却
損
・
評
価
損
の
肩
代
わ
り
な
ど
、
国

債
と
結
び
っ
く
様
々
な
側
面
で
国
債
管
理
政
策
の
手
段
と
し
て
機
能
し

て
き
た
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
北
村
恭
二
編
著
、
前
掲
書
、
二
六
五
頁
。

　
（
２
）
ダ
ッ
チ
方
式
（
統
一
価
格
入
札
方
式
）
と
コ
ソ
ベ
ソ
シ
ヨ
ナ
ル
方
式

　
　
　
　
（
普
通
入
札
方
式
）
に
つ
い
て
は
、
同
右
、
六
七
～
六
九
頁
、
参
照
。

　
（
３
）
　
田
村
達
也
「
日
銀
債
券
オ
ペ
の
価
格
弾
力
化
に
つ
い
て
」
『
公
杜
債

　
　
　
月
報
』
一
九
七
八
年
二
月
。

　
（
４
）
　
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
七
九
年
六
月
一
四
日
付
、
中
島
将
隆
「
国

　
　
　
債
市
況
対
策
の
効
果
と
限
界
」
『
経
済
セ
ミ
ナ
ー
』
一
九
七
九
年
九
月

　
　
　
号
、
一
七
～
一
八
頁
。

　
３
　
国
債
市
場
へ
の
資
金
運
用
部
資
金
導
入
の
条
件
と
問

　
　
　
題
点

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
資
金
運
用
部
資
金
に
よ
る
長
期
国
債
の
大

量
引
受
け
や
市
場
売
買
を
、
資
金
運
用
部
資
金
が
受
容
し
え
た
条
件
は

何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
え
ぱ
そ
れ
は
資
金
運
用
部
資

金
に
相
対
的
に
過
剰
な
資
金
瓜
彩
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
七
八
）

う
。
七
四
年
度
以
降
の
財
政
投
融
資
原
資
の
配
分
方
式
は
財
政
投
融
資

計
画
に
必
要
な
資
金
量
を
決
め
、
残
り
を
国
債
引
受
げ
に
あ
て
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
七
四
、
七
五
年
度
計
画
は
七
三
年
秋
の
石
油
シ
ヨ
ッ

ク
を
契
機
と
す
る
悪
性
イ
ソ
フ
レ
を
鎮
静
化
す
る
目
的
で
総
需
要
抑
制

策
が
と
ら
れ
た
（
そ
れ
ぞ
れ
対
前
年
度
計
画
比
一
四
・
四
、
一
七
・
五
％
増
）
。

そ
う
し
た
抑
制
策
の
中
で
国
債
引
受
げ
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
後
の
不
況
の
進
展
と
「
減
量
経
営
」
の
展
開
は
国
家
資
金

需
要
を
低
下
せ
し
め
、
加
え
て
超
金
融
緩
和
状
態
は
金
利
面
で
の
政
府

金
融
の
有
利
さ
を
減
退
さ
せ
た
。
ま
た
、
目
本
住
宅
公
団
の
よ
う
な
事

業
部
門
で
も
事
業
の
行
詰
り
を
み
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
七
七
年
秋
か

ら
の
円
高
に
よ
る
プ
ラ
ソ
ト
輸
出
の
不
振
が
輸
出
金
融
を
停
滞
さ
せ
、

目
本
輸
出
入
銀
行
に
多
額
の
運
用
残
資
金
を
発
生
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う

に
、
融
資
部
門
を
中
心
に
財
政
投
融
資
計
画
に
一
定
の
余
剰
資
金
が
捗

成
さ
れ
、
そ
れ
が
大
量
の
国
債
引
受
げ
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
年
度
中
に
発
生
す
る
余
裕
金
の
巨
大
化

が
年
度
途
中
に
お
け
る
国
債
の
買
い
取
り
を
可
能
に
し
て
き
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ぱ
、
資
金
運
用
部
資
金
に
よ
る
長
期
国
債

の
引
受
げ
．
売
買
は
、
あ
る
意
味
で
は
こ
の
時
期
の
財
政
投
融
資
原
資

の
有
効
な
運
用
方
法
だ
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
事
態
の



一
面
で
、
財
政
投
融
資
原
資
の
伸
び
や
と
く
に
経
済
運
営
上
要
求
さ
　
　
し
た
り
評
価
損
対
策
を
行
な
っ
た
り
し
て
も
、
そ
れ
が
国
債
価
格
の
下

れ
る
財
政
投
融
資
資
金
の
需
要
の
強
さ
な
ど
と
の
関
係
で
み
な
け
れ
ば
　
　
落
の
基
本
原
因
を
除
け
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
（
七
九
年
三
月
の

な
ら
な
い
。
七
八
年
度
計
画
の
よ
う
に
、
一
方
で
原
資
難
（
当
初
計
画
で
　
　
資
金
運
用
部
に
よ
る
国
債
買
い
オ
ペ
で
は
落
札
価
格
の
低
さ
が
国
債
価
格
の
下

対
前
年
度
伸
び
率
一
一
・
○
劣
）
が
あ
り
、
他
方
で
本
格
的
財
政
ス
ペ
ソ
デ
　
　
落
に
抽
車
を
か
げ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
）
、
国
債
発
行
の
大
量
性
に
対
し
て

イ
ソ
グ
政
策
か
ら
事
業
部
門
を
重
点
に
全
体
の
伸
び
率
が
高
め
ら
れ
る
　
　
量
的
に
も
は
じ
め
か
ら
限
界
性
を
も
っ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

（
同
じ
く
伸
び
率
一
八
・
七
％
）
場
合
に
は
国
債
引
受
け
は
取
り
や
め
ら
れ
　
　
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
・
ア
ウ
ト
の
回
避
や
国
債
市
場
の
安
定
化
対
策
と
Ｌ

る
こ
と
に
た
る
の
で
あ
る
（
国
債
市
場
の
活
況
が
そ
れ
を
受
容
し
え
た
）
。
こ
　
　
て
公
的
資
金
（
国
債
整
理
基
金
を
含
め
て
）
の
導
入
に
限
界
が
あ
る
と
す

の
よ
う
な
財
政
投
融
資
計
画
に
お
げ
る
相
対
的
に
余
剰
な
資
金
の
形
成
　
　
れ
ぼ
、
結
局
は
日
銀
信
用
に
依
存
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
目
銀
信

は
、
財
政
運
営
の
面
か
ら
い
え
ば
、
一
般
会
計
の
国
債
発
行
に
よ
っ
て
、
　
用
の
追
加
供
与
は
大
規
模
な
財
政
イ
ソ
フ
レ
を
招
か
ざ
る
を
え
ず
、
こ

高
成
長
期
の
よ
う
な
公
共
投
資
の
財
政
投
融
資
に
よ
る
肩
代
り
と
い
う
　
　
の
財
政
イ
ソ
フ
レ
は
大
企
業
の
労
働
生
産
性
の
上
昇
と
直
接
結
び
っ
か

事
態
が
緩
和
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
こ
と
か
ら
、
消
費
老
物
価
の
上
昇
↓
賃
上
げ
圧
力
に
対
し
て
大
企

　
さ
て
、
第
２
節
で
み
て
き
た
よ
う
な
資
金
運
用
部
資
金
の
大
規
模
で
　
　
業
が
独
占
利
潤
を
確
保
し
ょ
う
と
す
れ
ぼ
、
賃
上
げ
抑
制
、
「
合
理
化
」

多
面
的
な
国
債
市
場
と
の
関
わ
り
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
を
も
っ
て
　
　
投
資
・
労
働
強
化
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
増
大
（
「
減
量
経
営
」
の
徹
底
．

い
る
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
強
化
）
そ
し
て
製
品
価
格
引
上
げ
．
下
請
単
価
引
下
げ
な
ど
に
ょ
る
し

　
ま
ず
第
一
に
指
摘
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
資
金
運
用
部
資
　
　
か
な
く
、
そ
れ
が
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
と
な
っ
て
日
本
経
済
の
「
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

金
の
国
債
管
理
政
策
の
手
段
と
し
て
の
限
界
性
で
あ
る
。
資
金
運
用
部
　
　
造
的
危
機
」
を
深
め
ざ
る
を
え
た
く
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
し

資
金
を
用
い
て
国
債
市
場
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
効
　
　
た
矛
盾
の
全
機
構
的
展
開
以
前
に
、
資
金
運
用
部
資
金
に
・
よ
る
国
債
保

果
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
国
借
市
場
の
矛
盾
を
解
消
し
え
な
い
こ
　
　
有
に
は
そ
れ
自
体
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
資
金
運
用
部
資
金
が
価
格
支
持
機
龍
を
は
た
　
　
　
第
二
の
間
題
点
は
、
本
来
そ
れ
が
財
政
投
融
資
原
資
で
あ
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
財
政
危
機
下
に
－
お
け
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
っ
い
て
（
梅
原
）
　
　
七
九
（
　
七
九
）
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か
ら
生
ず
る
間
題
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
財
政
投
融
資
原
資
の
圧
迫
に

繋
が
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
財
政
投
融

資
原
資
の
伸
び
や
財
政
投
融
資
へ
の
資
金
需
要
と
の
相
対
関
係
で
い
わ

な
げ
れ
ぱ
な
ら
次
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
的
に
い
え
ば
資
金

運
用
部
資
金
に
よ
る
国
債
弓
受
げ
は
そ
れ
だ
け
財
政
投
融
資
原
資
を
削

減
せ
ざ
る
を
え
ず
、
と
く
に
景
気
刺
激
策
か
ら
財
政
投
融
資
計
画
事
業

部
門
の
拡
大
が
要
求
さ
れ
る
と
き
は
、
資
金
の
不
足
部
分
は
「
能
動
的

　
　
　
　
　
　
（
２
）

な
資
金
調
達
能
力
」
を
も
っ
政
府
保
障
債
の
増
発
に
よ
っ
て
補
填
せ
ざ

る
を
え
な
く
す
る
。
し
か
し
、
資
金
運
用
部
資
金
や
簡
保
資
金
よ
り
も

金
利
の
高
い
政
府
保
障
債
へ
の
依
存
を
強
め
る
こ
と
は
、
一
方
で
国
債

．
地
方
債
等
と
の
競
合
を
、
他
方
で
発
行
機
関
の
資
金
コ
ス
ト
を
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

上
げ
て
経
営
悪
化
を
招
き
、
後
者
は
一
般
会
計
か
ら
の
補
給
金
等
の
増

加
と
公
共
料
金
の
引
き
上
げ
を
呼
び
お
こ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
も
う
一
点
は
資
金
本
来
の
機
能
を
減
殺
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
資
金
運
用
部
資
金
は
財
政
投
融
資
原
資
と
し
て
、
　
「
金
融
的
に
調

達
さ
れ
た
財
政
資
金
に
よ
る
実
物
資
本
形
成
を
目
的
と
し
た
金
融
的
投

（
４
）
資
」
と
観
定
さ
れ
た
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
実
物
資
本
移
成
を
政

府
特
別
会
計
や
公
杜
・
公
団
・
事
業
団
等
を
通
じ
て
行
な
う
こ
と
で
、

一
般
会
計
が
担
っ
て
い
た
事
業
を
財
政
投
融
資
に
移
転
し
「
高
成
長
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
　
八
○
）

型
財
政
経
済
運
営
を
支
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
資
金
運
用
部
資

金
に
よ
る
国
債
引
受
げ
は
、
そ
の
引
受
け
る
国
債
が
赤
字
特
例
債
の
場

合
に
は
実
物
資
本
の
彫
成
も
な
く
、
た
ん
に
一
般
会
計
経
常
財
源
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

る
だ
げ
で
あ
る
（
い
わ
ぱ
「
財
政
投
融
資
の
一
般
会
計
化
現
象
」
）
。
こ
う
し
て

資
金
運
用
部
資
金
の
「
資
源
配
分
機
能
」
は
減
殺
さ
れ
、
し
か
も
資
金

の
元
利
償
還
も
事
業
収
益
や
資
金
の
回
収
で
な
く
租
税
収
入
の
中
か
ら

な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
資
金
運
用
部
資
金
は
性
格
的
に
も
機
能
的
に

も
大
き
く
転
換
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
問
題
点
の
第
三
は
、
財
政
イ
ソ
フ
レ
の
危
険
性
を
拡
大
す
る
こ
と
で

あ
る
。
資
金
運
用
部
資
金
は
個
人
の
貯
蓄
性
資
金
を
基
礎
に
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
よ
る
国
債
保
有
は
市
中
消
化
と
同
一
機
能
を
も
ち
、

イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
心
配
は
な
い
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、
一
つ
に

は
そ
れ
が
政
府
資
金
で
あ
っ
て
金
融
市
場
の
制
約
を
受
げ
た
い
と
こ
ろ

か
ら
国
債
消
化
が
困
難
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
資
金
運
用
部
引
受
げ
が

増
や
さ
れ
、
財
政
の
国
債
依
存
体
質
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
ま
た
二
つ
に
は
、
新
た
な
国
債
引
受
け
の
た
め
や
財
政
投
融
資
原

資
調
達
の
た
め
に
資
金
運
用
部
保
有
債
券
を
目
銀
に
売
却
す
れ
ほ
、
結

局
通
貨
が
追
加
供
給
さ
れ
て
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
引
き
お
こ
す
こ
と

に
な
る
。
例
え
ぱ
、
七
五
年
度
補
正
予
算
で
国
債
を
引
受
け
た
と
き



（
同
時
に
交
付
税
特
別
会
計
へ
の
貸
付
が
重
衣
っ
た
）
、
保
有
国
債
を
目
銀
に

売
却
し
て
資
金
調
達
し
た
。
そ
の
結
果
、
資
金
運
用
部
対
目
銀
収
支
は

資
金
運
用
部
の
約
一
兆
二
六
〇
〇
億
円
の
散
超
と
な
り
、
通
貨
増
発
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

一
因
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
財
政
投
融
資
原
資
難
と

国
債
引
受
け
増
が
今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
る
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な

彬
で
の
財
政
イ
ソ
フ
レ
の
危
険
性
が
拡
大
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
第
四
の
問
題
点
は
、
資
金
運
用
部
資
金
の
有
利
運
用
と
い
う
面
か
ら

み
た
場
合
の
国
債
評
価
損
の
肩
代
り
負
担
の
問
題
で
あ
る
。
七
九
年
六

月
の
七
〇
〇
〇
億
円
の
市
中
か
ら
の
国
債
買
入
れ
は
、
一
っ
に
は
一
年

後
売
戻
し
条
件
つ
き
と
は
い
え
、
資
金
運
用
部
貸
出
金
利
（
当
時
六
．
六

五
％
）
よ
り
低
い
六
・
一
％
国
債
を
ほ
ぼ
発
行
価
格
通
り
で
買
っ
た
と

い
う
点
で
、
し
か
も
そ
れ
ま
で
オ
ペ
価
格
の
弾
力
化
を
進
め
市
場
価
格

基
準
で
買
っ
て
き
た
も
の
を
一
転
し
て
固
定
価
格
方
式
に
切
り
替
え
て

買
い
上
げ
た
と
い
う
点
で
、
二
重
の
意
味
で
資
金
運
用
部
資
金
に
負
担

を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
資
金
運
用
部
資
金
法
第
一
条
に
規

定
さ
れ
る
「
確
実
且
つ
有
利
」
な
運
用
原
則
か
ら
の
明
ら
か
な
逸
脱
で

あ
る
。
　
「
銀
行
の
決
算
対
策
」
と
し
て
の
国
債
評
価
損
の
肩
代
わ
り
負

担
は
こ
の
よ
う
に
資
金
運
用
部
資
金
の
有
利
運
用
を
犠
牲
に
し
て
行
な

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
資
金
運
用
部
資
金
は
七
五
年
度
以
降
の
国
債
市
場
で
極
め
て
様
々
な

役
割
を
果
し
て
き
た
。
そ
れ
は
一
面
で
は
国
債
管
理
政
策
か
ら
要
求
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
１
資
金
運
用
部
資
金
に
も
そ
れ
を
受
容
し

う
る
条
件
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
資
金
運
用
部
資
金
に
よ
る

国
債
引
受
げ
・
売
買
が
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
れ

は
国
債
管
理
政
策
の
手
段
と
し
て
も
限
界
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た

上
述
し
て
き
た
よ
う
な
多
く
の
問
題
点
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
資
金

運
用
部
資
金
に
ょ
る
国
債
引
受
げ
が
今
後
ま
す
ま
す
要
請
さ
れ
て
い
る

と
き
、
以
上
述
べ
て
き
た
問
題
点
や
条
件
が
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
し

て
い
く
か
、
注
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
（
１
）
青
山
四
郎
「
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
転
換
点
と
資
本
蓄
積
の
構
造
」

　
　
　
『
経
済
』
一
九
七
九
年
二
月
号
、
四
二
、
四
四
頁
。

　
（
２
）
　
石
川
周
・
行
天
豊
雄
編
著
『
財
政
投
融
資
』
金
磁
財
政
事
情
研
究

　
　
　
会
、
一
九
七
七
年
、
八
頁
。

　
　
（
３
）
　
同
右
、
二
四
六
頁
。

　
（
４
）
　
佐
藤
進
「
財
政
投
融
資
」
島
恭
彦
・
林
栄
夫
編
『
財
政
学
講
座
』
第

　
　
　
三
巻
、
有
斐
閣
、
一
九
六
四
年
、
ニ
ハ
三
～
一
六
四
頁
。

　
　
（
５
）
　
武
藤
剛
一
「
財
政
危
機
下
の
国
家
資
金
の
循
環
構
造
」
『
経
済
』
一

　
　
　
九
七
九
年
四
月
号
、
七
三
～
七
四
頁
。

　
　
（
６
）
横
山
信
孝
、
前
掲
（
第
八
回
）
、
『
金
融
財
政
事
清
』
一
九
七
八
年
二

　
　
　
月
一
三
目
号
、
三
三
～
三
五
頁
。

財
政
危
機
下
に
お
げ
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
つ
い
て
（
梅
原
）
　
　
八
一

（
　
八
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
一
号
）

　
　
　
　
三
　
財
政
危
機
下
に
お
げ
る
資
金
運
用
部
資
金
の

　
　
　
　
　
　
短
期
運
用

　
－
　
資
金
運
用
部
資
金
の
短
期
運
用
の
基
盤
と
運
用
移
態

　
資
金
運
用
部
資
金
の
短
期
運
用
は
、
年
度
中
に
発
生
す
る
余
裕
金
と

短
期
の
預
託
金
を
基
盤
に
し
て
行
な
わ
れ
る
。
第
二
表
で
み
た
よ
う
な

七
五
年
度
以
降
の
短
期
運
用
の
急
増
は
こ
れ
ら
余
裕
金
と
短
期
預
託
金

の
増
大
、
と
く
に
余
裕
金
の
急
膨
脹
に
支
え
ら
れ
て
行
な
わ
れ
て
き
た

も
の
で
あ
る
。

　
資
金
運
用
部
資
金
の
余
裕
金
は
、
基
本
的
に
は
、
資
金
運
用
部
へ
の

資
金
の
預
託
と
長
期
運
用
予
定
額
の
実
際
の
執
行
と
の
あ
い
だ
の
時
間

的
な
ズ
レ
に
よ
っ
て
生
ず
る
が
、
そ
の
ほ
か
当
初
計
画
で
の
預
託
金
見

込
額
以
上
に
実
際
の
預
託
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
に
も
発
生
す
る
。
こ
れ

ら
の
資
金
は
、
実
際
に
運
用
さ
れ
る
ま
で
あ
る
い
は
運
用
計
画
追
加
改

訂
が
決
定
さ
れ
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
運
用
さ
れ
る
ま
で
待
機
し
て
い
な

け
れ
ほ
な
ら
ず
、
他
方
預
託
さ
れ
て
い
る
以
上
は
預
託
金
利
が
支
払
わ

れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
た
め
、
短
期
の
運
用
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
七
五
年
度
以
降
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
一
に
、
財
政
投
融
資
対
象

機
関
に
お
げ

る
資
金
の
消

化
率
の
悪
化

に
よ
っ
て
、

年
度
内
に
腸

大
な
余
裕
金

が
累
積
さ
れ

て
ぎ
た
こ
と

で
あ
る
。

第
七
表
は
資

金
運
用
部
資

金
の
長
期
運

用
計
画
の
実

績
状
況
を
表

わ
し
た
も
の

で
あ
る
が
、

資
金
の
年
度

内
消
化
率
は

七
五
年
度
八

八
二
　
　
（
八
二
）

　
）
　
％
　
冊
　
億
　
位
　
単
況
（状績実

の画計用運期長金資部用運金資表７第

８
７
９
１

４
２
７

７
７
９
１

４
９
７

６
７
９
１

２
５
８

５
７
９
１

２
６
８

４
７
９
１

１
１
３
８
０
１
０
９
１
２
０
４
５
２
５
７
４
２
８
６
５
０
２
１
６
１
５
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
８
６
４
２
２
６
２
２
８
７
‘
６
１
１
７
１
１
↓

７
５
８

３
７
９
１

８
１
８

２
７
９
１

９
５
７

分
区

度
年

何
額
額
側
蝋
韓
度
改
　
　
前
度
度
翌
不
年
　
　
　
年
年

成作りよ号各
２
７３５ユ３３０３１９２７６２６

２
５第

，
』
　
　
　
０

報
る
月
あ
計
で
統
み
融
込
金
見
政
績
財
実
『
は
省
度
蔵
年

大
７
８

　
”）
所
）
出
注

（
　
（



五
・
七
劣
を
ピ
ー
ク
に
大
き
く
低
下
し
、
七
八
年
度
に
は
約
七
割
し
か
　
　
刺
激
型
予
算
の
編
成
上
、
実
績
以
上
の
底
上
げ
的
見
積
り
が
行
な
わ
れ

消
化
で
き
て
い
な
い
。
翌
年
度
繰
越
額
（
大
半
は
地
方
公
共
団
体
へ
の
貸
付
　
　
る
場
合
に
は
（
大
蔵
原
案
か
ら
政
府
案
へ
の
「
大
盤
振
舞
い
」
的
復
活
折
衝
で

を
中
心
に
四
、
五
月
に
運
用
さ
れ
る
）
も
一
貫
し
て
増
大
し
（
七
八
年
度
は
七
　
　
の
財
源
葉
乍
が
七
八
年
度
に
は
資
金
運
用
部
資
金
の
「
そ
の
他
」
項
目
っ
ま
り
回

五
年
度
の
二
倍
）
、
と
く
に
不
用
額
が
日
本
住
宅
公
団
や
目
本
輸
出
入
銀
　
　
収
金
等
の
大
規
模
な
底
上
げ
計
上
に
ょ
っ
て
な
さ
れ
た
）
、
逆
に
「
自
然
減
収
」

行
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
系
金
融
機
関
を
中
心
に
急
増
し
、
七
八
年
度
　
　
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
自
然
増
収
」
部
分
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
は
年
度
計
画
総
資
金
量
の
約
一
割
を
占
め
て
い
る
。
も
と
も
と
資
金
．
　
そ
の
運
用
が
計
画
追
加
改
訂
で
決
定
さ
れ
実
際
に
運
用
さ
れ
る
ま
で
余

運
用
部
資
金
の
消
化
位
年
度
当
初
か
ら
九
月
ま
で
は
低
調
で
、
そ
の
後
　
　
裕
金
を
彩
成
す
る
。

は
各
機
関
の
資
金
運
用
部
へ
の
返
済
の
集
中
す
る
九
月
、
三
月
と
年
末
　
　
　
っ
ぎ
に
、
短
期
預
託
金
は
各
特
別
会
計
余
裕
金
（
国
債
整
理
基
金
特
別

の
一
二
月
に
大
き
く
進
捗
し
、
と
く
に
三
月
を
ピ
ー
ク
と
し
て
年
度
末
　
　
会
計
で
国
債
を
保
有
す
る
場
合
を
除
く
）
の
一
時
的
な
（
と
い
っ
て
も
一
ヵ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

ま
で
に
全
体
の
八
○
劣
が
運
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
年
度
中
に
一
貫
　
　
以
上
の
）
預
託
金
か
ら
な
る
が
、
こ
の
中
で
は
年
金
．
保
険
勘
定
を
も

し
て
多
額
の
余
裕
金
が
形
成
さ
れ
る
の
だ
が
、
七
五
年
度
以
降
の
年
度
　
　
っ
特
別
会
計
か
ら
の
も
の
が
多
く
、
と
く
に
こ
の
間
着
実
に
伸
展
し
て

内
消
化
率
の
悪
化
と
未
消
化
額
の
膨
脹
は
そ
れ
だ
け
余
裕
金
を
累
積
し
　
　
い
る
簡
保
の
余
裕
金
が
大
き
い
。
資
金
運
用
部
預
託
金
期
間
別
残
高
構

て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
（
第
九
表
）
を
み
る
と
、
五
年
未
満
の
も
の
は
全
体
の
五
％
前
後
、
さ

　
余
裕
金
急
増
の
第
二
の
原
因
は
、
郵
便
貯
金
と
厚
生
年
金
が
当
初
計
　
　
ら
に
一
年
未
満
の
も
の
で
は
全
体
の
二
％
強
を
占
め
て
い
る
（
一
」
の
構

画
を
上
回
る
実
績
を
あ
げ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
（
第
八
表
）
。
い
わ
ゆ
る
　
　
成
比
は
六
五
年
度
以
降
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
）
。
た
だ
し
、
例
え
ば
簡

「
自
然
増
収
」
と
呼
ぱ
れ
る
部
分
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
郵
便
貯
金
の
よ
　
　
保
余
裕
金
の
よ
う
に
，
、
年
度
末
決
算
で
余
裕
金
の
か
な
り
の
部
分
が
積

う
に
、
も
と
も
と
当
初
見
込
額
を
低
く
見
積
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
度
内
　
　
立
金
に
繰
替
え
ら
れ
る
の
で
（
七
六
年
度
初
頭
約
七
〇
〇
〇
億
円
だ
っ
た
余

追
加
財
源
を
確
保
す
る
と
い
う
操
作
が
意
図
的
に
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
　
　
裕
金
は
年
度
末
ま
で
に
約
一
兆
三
〇
〇
〇
億
円
に
累
積
し
た
が
、
年
度
末
決
算
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
七
八
年
度
に
み
る
よ
う
に
、
超
景
気
　
　
約
五
〇
〇
〇
億
円
が
積
立
金
に
編
入
さ
れ
た
）
、
年
度
末
計
数
で
み
る
よ
り
も

　
　
　
　
財
政
危
機
下
に
お
け
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
つ
い
て
（
梅
原
）
　
　
八
三
（
　
八
三
）



立
命
館
経
済
学
（
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二
十
九
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・
第
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号
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）円億

●
　
●

位単（額差のと績実と

３
７
６
８
１
６
３
５
５
４
・
３
０
３
６
１
８
９
３

差

４
１
０
３
９
１
１
２
５

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
１
　
　
４
１
　
　
’
ｏ

，

，

他

３
７
１

１
△

△

△
△
△

績

０
６
０
１
２
２
６
３
９

７
５
１
１
２

４
ｎ
６
３

４
４

の

４
５
２
８
９
７
１
３
２

実

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

３
（
ｏ
７
４
０
’
ｏ

，

，

，

Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｊ

１
２
０
４
２
１

１

そ

０
ｏ
Ｏ
リ
（
０
０
）

初
１
１
一
１
１
一
１
■
Ｆ
Ｏ

０
ｏ
’
Ｏ
Ｏ
）
’
４
０
１
１

ｏ
ｏ
４
３
８

９
４
２
１
９
６
３
６
７

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

当

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

４
”
０
１
１
（
ｏ
ｏ
リ

０
（
）

１
■
（
Ｏ

１
↓
１
１
ｏ
＾
２
２
２

９
０
８
８
６
９
４
７
６
０
０
０
一

一

１

差

２
’
ｏ
Ｏ
　
，
　
１

金

１

△
△
△
△
△

年

績

８
６
５
７
３
７
０
６
２
４
０
一
一
一

（
ｏ
ｇ
Ｏ
ｏ
ｏ
７

実

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
，

民

１
１
２
２
１

１

国

初

９
６
４
９
２
３
０
０
０
０
０
０
０
一

．

４
ｏ
ソ
ー
ム
６
４
０

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

当

１
１
２
２
２
１

６
９
９
０
５
２
７
０
９
２
９
１
４
４
５
９
８
１

８
Ｅ
ｏ

差

８
４
り
ｏ
６
５
４

，
　
　
　
　
，

，

，

２
１
１

１
３

金

１

△
△

△

年

績

７
５
７
０
５
２
３
０
９

５
（
ｏ
ｏ
ｏ
４
４
Ｆ
ｏ

０
８
１
－
一

５
０
０
６
３
３
２
５
９

実

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

生

８
０
ｎ
６
３
１
１
一
１
↓
１
↓

ｏ
◎
１
１
一

４
ｏ
リ
ｏ
）

１
９
＾
２

２
２

１

厚

１
．
一
（
ｏ
（
ｏ
０

０
０
０
０
（
Ｕ

初

Ｑ
Ｕ
”
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ

（
）
（
）
Ｏ
０
０

７
４
１
４
９
０
９
０
５

，
　
　
　
，
７
１
０
）

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

，

，
　
　
　
　
，

当

（
６
４
－
ｂ
（
Ｕ
４
８
６
ー
ム
ー
１
９
】
２
２
２

○

成作りよ号各
２
７３５１３

年
度
中
の
短

期
預
託
金
の

比
重
は
実
際

に
は
も
う
少

し
高
く
な
る

だ
ろ
う
。
こ

の
短
期
預
託

金
も
短
期
に

運
用
す
る
し

か
な
い
も
の

で
あ
る
。
こ

の
短
期
預
託

金
が
七
五
年

度
以
降
も
着

実
に
増
加
し

て
い
る
の
で

あ
る
。

　
資
金
運
用

部
資
金
の
短

八
四
（
　
八
四
）

訳
刎内

の
円

高
億
残
、
ｕ
位
易
単
間
（期の金託預部用運金資表

９第

比
２
５

（
Ｕ
（
０
〃
Ｏ
　
　
（
Ｏ

成

〇
一
０
１
・
２
・

０
０
一

末

９

構

０
１

度年

■
高

４
ｏ
）
（
ｏ
４

３
５
１

１
６

６
７
９

Ｆ
Ｏ
’
０
１
■
１
■

残
３
　
　
２
４
，
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
ｏ
ｏ
　
　
３
ｏ
ｏ

０
２
，

１

託預
９
４

８
１
５

｝

比

’
Ｏ
（
）
１
■
一
１
↓
１
↓
１
１
一 １
０

末

成

〇
一
〇

構

１

度年

．
高

１
８

２
７
９

残

９
４
，

１

託
１
２

７
２

預

２

１

間

締
〃
〃
〃
ル

年
年
年
年
カ

計

期

７
１
５
３
１
・
一
３

託

肚
肚
〃
〃
形

年
年
年
年
カ
カ

合

預

７
１
Ｅ
０
０
Ｕ
１
１
ｏ
０
ー
ム

著編雄豊天行周石頁
４
３１

書
。
掲
成
前
作，
り

編
よ
か
頁

ほ
４
８
一
　
，

量
書
島
掲
福
前

）所出（

期
運
用
は
、
こ
れ

ら
の
短
期
性
資
金

を
基
盤
に
し
て
、

対
象
機
関
別
に
み

れ
ぱ
次
の
よ
う
な

彩
態
で
行
な
わ
れ

て
い
る
。

　
第
一
は
、
国
つ

ま
り
一
般
会
計
・

特
別
会
計
に
対
す

る
も
の
で
、
↑
〇
一

　
　
　
　
　
（
４
）

般
会
計
へ
の
貸
付
、

○
政
府
短
期
証
券

と
一
年
以
内
売
戻
し
条
件
付
で
の
長
期
国
債
の
対
目
銀
売
買
、
い
特
別

会
計
（
主
に
厚
生
保
険
特
別
会
計
健
康
勘
定
．
日
雇
健
康
勘
定
．
児
童
手
当
勘

定
、
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
）
へ
の
短
期
貸
付
。

　
第
二
は
政
府
関
係
機
関
に
対
す
る
も
の
で
、
の
政
府
保
障
債
の
対
目

銀
売
買
（
た
だ
し
七
五
年
度
以
降
は
な
い
）
、
ｏ
日
本
専
売
公
杜
へ
の
短
期

貸
付
。
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■

１
２
３
７
５
１
１
９
１

Ｏ
０
６
１
４
０
８
５
０

９
４
９
７
６
０
２
７
６

差

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

２
５
８
７
８
０
７
９
５

１

金

１

貯

１
２
３
７
５
１
１
９
１

績

Ｏ
０
６
１
４
０
８
５
０

２
９
９
７
１
５
２
７
６

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

便

実

４
８
５
０
９
０
８
１
２

１
１
２
３
３
５
５
７
７

１
１

郵

０
０
０
０
０
０
０
０
０

初

０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
５
０
０
５
５
０
０
０

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

当

１
３
７
３
０
０
１
２
７

１
１
１
２
３
４
５
６
６

４
６
２
５
５
９
１
４
５

７
４
５
４
７
６
０
４
１

４
１
８
２
３
４
４
０
５

差

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

２
６
４
５
１
６
６
８
８

１
■
‘
１
↓

額

△

１
４
０
７
４
８
５
０
２
９

績

１
８
９
８
１
７
２
８
６

９
４
２
４
１
５
６
６
７

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

実

７
７
７
１
０
８
２
９
１

２
３
４
６
８
９
０
１
１

１
↓
１
■
１
↓

１

総

０
４
５
９
３
６
９
８
４

初

４
３
４
３
４
０
１
３
８

４
３
４
２
７
１
２
６
２

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，

当

５
１
２
６
８
２
６
１
０

２
３
４
５
６
８
９
１
２

１
↓
１
■

＼０
１
２
３
４
５
６
７
８

７
７
７
７
７
７
７
７
７

９１

０
３
の
３
も
Ｌ
た

２
９
え，
替

７
９
組
２
に

７
，
式

２
６
様，
新

５
６
は
２
度
、
年

２
４
７
２
４
ら

蝋濃

灘
肌
欝
観嚇
醒
離
議

大
７
７

）
１
・
２
．

所
）
出
注

（
　
（

　
第
三
は
特

殊
会
杜
等
に

対
す
る
も
の

で
、
○
○
金
融

債
の
対
目
銀

売
買
（
た
だ

し
七
〇
年
度

以
降
は
な
い
）
、

○
長
期
信
用

銀
行
三
行
や

農
林
中
央
金

庫
な
ど
が
行

た
う
政
府
の

政
策
目
的
に

沿
っ
た
事
業

（
た
と
え
ば
農
林
中
金
の
米
の
自
主
流
通
制
度
の
運
用
の
円
滑
化
た
ど
）
に
対
す

る
期
問
三
年
程
度
の
運
転
資
金
供
給
の
た
め
の
そ
れ
ら
金
融
機
関
の
発

行
す
る
金
融
債
の
買
い
取
り
、
，
バ
年
末
中
小
企
業
金
融
補
助
の
た
め
の

商
工
組
合
中
央
金
庫
割
引
債
等
の
売
戻
し
条
件
付
で
の
買
い
入
れ
。

財
政
危
機
下
に
お
け
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
っ
い
て
（
梅
原
）

　
第
四
は
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
も
の
で
、
の
地
方
公
共
団
体
の
歳

計
現
金
の
一
時
的
不
足
の
補
填
の
た
め
の
短
期
貸
付
（
一
般
財
政
調
整
資

金
、
災
害
応
急
資
金
、
準
用
団
体
特
別
融
資
、
年
末
超
短
期
資
金
）
、
　
何
地
方

公
共
団
体
の
事
業
資
金
調
達
円
滑
化
の
た
め
の
地
方
銀
行
か
ら
の
目
銀

を
媒
介
し
た
緑
故
地
方
債
（
償
還
ま
た
は
売
戻
し
期
間
五
年
未
満
の
も
の
）
の

　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

買
い
取
り
、
で
あ
る
。

　
横
山
信
孝
氏
は
、
以
上
の
短
期
運
用
の
諸
形
態
を
対
目
銀
債
券
売
買

と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
に
分
け
、
前
者
は
「
預
託
金
の
支
払
準
備
あ
る

い
は
長
期
運
用
へ
の
待
機
原
資
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
」
で
あ
る

の
に
対
し
、
後
者
は
内
容
的
に
「
な
ん
ら
か
の
行
政
的
あ
る
い
は
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

的
な
資
源
配
分
機
能
を
も
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、

七
五
年
度
以
降
の
短
期
運
用
で
と
く
に
急
増
し
て
い
る
対
政
府
特
別
会

計
短
期
貸
付
と
対
日
銀
債
券
売
買
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
両
者
に
っ
い
て

横
山
氏
の
評
価
が
正
当
か
否
か
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
（
１
）
繰
越
し
、
不
用
額
の
問
題
に
つ
い
て
は
和
田
八
束
氏
が
簡
単
な
指
摘

　
　
　
を
行
な
っ
て
い
る
（
「
財
政
投
融
資
の
実
体
と
構
造
」
柴
田
徳
衛
ほ
か

　
　
　
編
『
現
代
財
政
論
の
再
検
討
』
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
、
一
八
二
～
一

　
　
　
八
七
頁
）
。

　
　
（
２
）
福
島
量
一
ほ
か
編
、
前
掲
書
、
二
二
頁
。

　
　
（
３
）
横
山
信
孝
、
前
掲
（
第
五
回
）
、
『
金
融
財
政
事
情
』
一
九
七
七
年
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
　
八
五
）



　
　
　
　
立
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経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
一
号
）

　
　
　
一
月
二
八
日
号
、
四
四
頁
。

　
（
４
）
　
こ
れ
は
一
九
六
六
年
「
沖
縄
地
域
に
お
け
る
産
業
の
振
興
開
発
等
の

　
　
　
た
め
の
琉
球
政
府
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

　
　
　
に
よ
る
琉
球
政
府
に
対
す
る
資
金
運
用
部
資
金
の
貸
付
を
、
中
縄
施
政

　
　
　
権
返
還
に
伴
い
、
七
五
年
五
月
に
一
般
会
計
に
継
承
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
（
５
）
福
島
量
一
ほ
か
編
、
前
掲
書
、
一
五
八
～
一
七
一
頁
、
及
ぴ
横
山
信

　
　
　
孝
、
前
掲
、
四
二
～
四
三
頁
。

　
（
６
）
横
山
信
孝
、
同
右
、
四
三
頁
。

　
２
　
対
政
府
特
別
会
計
短
期
貸
付

　
第
一
〇
表
は
最
近
の
資
金
運
用
部
資
金
に
よ
る
政
府
特
別
会
計
貸
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
状
況
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
度
内
一
時
借
入
金
は
七
五
年
度

に
前
年
度
六
兆
一
九
一
九
億
円
か
ら
一
二
兆
六
九
九
二
億
円
へ
と
二
倍

以
上
に
伸
び
、
さ
ら
に
七
六
年
度
に
は
二
五
兆
八
五
二
八
億
円
、
七
七

年
度
に
は
三
九
兆
九
四
六
二
億
円
と
激
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
年
度
越

し
短
期
貸
付
も
七
四
年
度
七
六
九
五
億
円
か
ら
七
五
年
度
二
兆
一
九
四

五
億
円
、
七
六
年
度
三
兆
七
五
一
六
億
円
、
七
七
年
度
四
兆
八
〇
九
一

億
円
へ
と
著
増
し
て
い
る
（
長
期
貸
付
も
増
大
し
て
い
る
が
こ
こ
で
は
触
れ

な
い
）
。

　
こ
の
な
か
で
、
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
特
別
会
計
へ
の
貸
付
が

群
を
抜
い
て
大
き
い
ほ
か
、
厚
生
保
険
特
別
会
計
、
郵
便
事
業
特
別
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
（
　
八
六
）

計
、
郵
便
貯
金
特
別
会
計
へ
の
貸
付
が
増
え
て
い
る
。

　
特
別
会
計
に
支
抵
資
金
の
不
足
が
生
じ
た
と
き
、
一
般
に
は
、
無
利

子
の
国
庫
余
裕
金
の
繰
替
使
用
で
補
填
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い

と
き
、
短
期
証
券
を
発
行
で
き
る
特
別
会
計
は
そ
れ
で
資
金
調
達
し
、

そ
れ
が
で
き
な
い
特
別
会
計
は
通
常
の
短
期
借
入
れ
を
す
る
し
か
な
く
、

そ
の
場
合
資
金
運
用
部
資
金
を
利
用
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
く
に
、

国
庫
余
裕
金
の
繰
替
使
用
は
年
度
越
し
が
で
き
な
い
た
め
、
年
度
越
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
短
期
借
入
れ
は
資
金
運
用
部
資
金
を
利
用
す
る
例
が
多
い
。
と
こ
ろ

で
、
七
五
年
度
以
降
急
増
す
る
資
金
運
用
部
資
金
の
政
府
特
別
会
計
短

期
貸
付
は
、
同
じ
短
期
貸
付
で
も
そ
の
よ
う
な
「
一
時
的
な
資
金
繰
り
」

（
横
山
氏
）
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。

　
交
付
税
特
別
会
計
へ
の
短
期
貸
付
は
七
五
年
度
補
正
予
算
以
降
飛
躍

的
に
増
大
す
る
。
こ
れ
は
、
国
税
三
税
（
所
得
税
・
法
人
税
．
酒
税
）
の
三

二
％
を
原
資
と
す
る
地
方
交
付
税
が
、
七
四
／
五
年
恐
慌
の
結
果
、
七

五
年
度
途
中
で
国
税
収
入
の
滅
額
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
た
め
’

約
一
兆
二
〇
〇
〇
億
円
の
財
源
不
足
を
生
じ
、
こ
れ
を
交
付
税
特
別
会

計
に
資
金
運
用
部
資
金
を
借
入
れ
て
措
置
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
以
後
も
資
金
運
用
部
資
金
か
ら
の
借
入
れ
は
継
続
・
増
大

さ
れ
、
交
付
税
総
額
の
か
な
り
の
部
分
を
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
た



醤
；
淋
庫
紛
繭
由
妻
嘩
紛
◎
茸
津
尋
蒸
望
ル
｝
庫
奪
◎
諜
鴫

（
無
高
一
粛
田
）

事
望
怜
茸
於

舟
　
隔

痢
商

　
醤

望

蹄
淋
簿
蹄

羊
囲
謎
瞭
鳩
紛

料
ヰ
謹
津
９

　
　
灘
中
譲
罰
牟
紛

事
誹
囲
卦
津
瞭
瞬
議

囲
　
時
慨
薄

嗣
峠
粛
扉

囲
卦
茸
揮
錯
糠

囲
計
潮
諏

事
誹
ト
巷
鼻
肩
嚇
糠

壊
津
掛
牒

墳
粛
昂
　
紛

訴
　
　
　
　
　
沫

嵩
弐
覇
瀞
鴎
齢
勢
薗

、
ミ
〕
ｉ
＼
ｖ

　
　
　
揺
島
掛
淋

吟

斗

（
－
驚
怜
撃
）

岩
違
舟
隔

蘭
誉

浦
茸

舟
滞
｝
－

辱
毒
＞
紛

９
ｏ
○
○

　
蜆
ｏ
ｏ
り

寓
』
ｃ
．
ｏ

舟
隔
醇
ピ

鳩
茸
癖
酔

－
ｏ
ｏ
仁

Ｈ
』
ｏ
ｏ
ｏ

９
ｓ
ｏ
ｏ

旨
ｃ
ｏ

痢
醤
晦

牟
癖
亟

ｏ
ｏ
亀

ｏ
〇
一
Ｈ

　
ｏ
Ｏ
ｏ
ベ

ピ
亀
Ｈ

Ｈ
一
〇
亀

旨

胃
蜆

…
三
暮
一
妻

お
富
舟
瞬

繭
菖
　
域
茸

舟
隔
｝
－

再
毒
＞
紛

閉
竃

違
』
べ
ｏ
◎

ミ
ニ
農

　
　
漫

閉
」
富

舟
隔
睦
Ｆ

浦
牟
癖
酎

Ｎ
０

嵩
』
お

９
蜆
畠

ド
ミ
岬

Ｎ
Ｏ
ｏ

一
婁
÷
妻

痢
醤
浦

牟
癖
亟り

雷

¢
ｏ
０
Ｎ

　
ｏ
ｏ
畠

－
』
８

　
　
蜆

ミ

ベ
Ｎ
０
ｏ

卜
ｏ
◎
旨

－
一
工

。
・
二
　
－
一

工
　
・
。
。

お
ぎ
舟
隔

商
蜜
塒
ヰ

舟
瞬
冴
－

揖
毒
＞
紗

８

Ｈ
留
、
ミ

ｏ
。
卜
ｓ
ｏ

－
Ｈ
８

卜
ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

ｐ
お
Ｎ

■

旨
ｏ
〇
一
ｓ
ｏ
ｏ

舟
隔
睦
「

臨
茸
癖
酔

Ｎ
ｇ
ｓ
◎

べ
』
竃

ピ
ｏ
ｏ
冨

Ｈ
，
８

ｃ
ｏ
べ
』
富

痢
醤
鹿

牟
癖
酎

－
』
竃

－
Ｏ
Ｏ
。
仁

　
仁
Ｏ
Ｏ

ピ
ｏ
呂

－
』
亀

－
忘
◎

一
〇
〇

〇
〇
ｍ
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
し
ｏ
．
ｍ

轟

宕
ミ
舟
隔

簡
醤
域
牟

肯
隔
冴
－

尋
毒
＞
紛

Ｎ
ｓ
、
◎
Ｈ

違
』
胃

卜
ｏ
ｏ
８

９
竃
ｏ

ｃ
ｏ
Ｈ
し
８

舟
隔
醇
「

浦
茸
癖
羽

ｏ
ｏ
ｏ
』
墨

べ
一
〇
〇
旨

Ｈ
』
湯

ド
ｏ
ｏ
ト
ｏ
閉

。
。
婁
亡
…

痢
蜜
蹄

牟
蟻
亟

Ｈ
』
８

Ｈ
し
雷

－
』
ｏ
ｏ
◎

－
○
ｏ
ｏ
．
ｏ

ド
旨
ｃ
０

Ｈ
』
ｏ
。
－

ｃ
ｏ
¢

８
ｏ
ｏ

Ｈ
－
Ｏ
雷

エ
　
エ
　
ミ

（
庄
覇
）
　
汁
灘
鴫
鰻
津
函
葡
『
囲
粛
諜
単
令
麹
』
お
違
一
べ
ｃ
ｎ
一
豪
一
ミ
令
涛
薄
汁
Ｇ
奇
毘
。

（
時
）
－
．
壊
津
銭
鴻
講
ヨ
》
単
ｅ
痂
誉
鳩
牟
瀞
劃
ｅ
－
童
〔
蒔
菌
蒲
庸
紛
餅
吟
け
。

　
　
Ｎ
．
葡
誉
鳩
牟
ｅ
青
属
｝
上
蛋
畔
＞
堂
叫
小
ｅ
縄
斌
撃
璽
筥
鳩
牟
ｅ
令
属
薩
「
鳩
牟
～
痢
塗
鳩
ま
甘
令
属
洪
蟻
困
ｄ
駄
か
。

財
政
危
機
下
に
お
げ
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
つ
い
て
（
梅
原
）

八
七
（
　
八
七
）



金資部用運金資と金付交税句交方地表ｕ第

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
一
号
）

）円億

■
　
■

位単（

資
還
部
償

・

－
０
４
２

０
２

用
金

３
，
１

６
５
５

運
入

計

金
借

△

△

△

会
資
金

ｕ
男

金

０

０

１

１

４

特

還

税

返

付交
部
金
用
入

０
０
２

１
４
１

０
６

３
，
０

０
６
４

０
０
８

運
借
金
金

１

資
資

方
金

験
０
２

６
３

７
５

１
５

６
６

２

６

５

２

７

計

，２

会
臨
特

般
付
金
交
付

１
９
２

７
９
０

１
６
２

７
０
６

２
８
８

一
方
交
地
税

額

１
１
７

４
７

５
５
０

０
０

８
，
１

４
，
Ｏ

５
９
８

５

７

総度

５
７
９

６
７

７
７

８
７

９
７

年

１

成作り
よ
　
　
　
・

号
　
む

各
　
合

４
　
　
を

３
２
　
金

，
。
付

１
３
算
交

３
予
別

Ｌ
初
特

３
０
当
時

嵐
繊
篇
鮒
親
・
に

　
算
金

糊
予
付

統
後
交

灘

財
で
方

『
ま
地

省
度
度

蔵
８
年
５
年

大
７
７

）
１
・
２
・

所
）
出
注

（
　
（

（
第
二
表
）
。
借
入

条
件
は
二
年
据
置
き

後
、
交
付
税
特
別
会

計
が
八
年
問
で
元
金

償
還
し
、
利
子
負
担

は
一
般
会
計
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
た
（
た

だ
し
七
七
年
度
か
ら
借

入
額
の
一
定
部
分
に
つ

い
て
は
一
般
会
計
に
よ

る
元
利
償
還
と
い
う
こ

と
に
た
っ
た
）
。
　
一
〇

年
間
と
い
う
長
期
の

貸
付
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
が
短
期
運

用
と
さ
れ
て
い
る
の

は
、
一
〇
年
の
あ
い

だ
は
貸
付
枠
を
設
定

Ｌ
そ
の
範
囲
内
で
貸

八
八
（
　
八
八
）

支
）
収
円
質
億
探
虹
言
単
会
（男特税付交対の部用運金資表

１
２第

８７９１７７９１６７９１５７９１４７９１構
＼

＼
月

６３９４３

７３９４３

７７１７１

５５０７１

７１４７１

８６００５

３７３３３

７９１６６

７８３０５

５８１９４

４７３４５

８５３８５

７９８５２

６９８５２

７１８４

８１５４

０４１５

５７６１３

４８１８１

７３９４４

４４１１

４
－

３４２８２

０５２２３

６５２６３

９７８２１

５２２１２

５７４１１

９７８４３

３２２９２

３１６８１

００００２

３０５６３

９８５

５５４９

７５１３１

３１０７

０９４６

１４０１２０８６１

月４
Ｆ
Ｏ
　
　
（
Ｏ

７
Ｉ
　
ｏ
Ｏ

９

１
０

ｕ
１
２

１
↓
　
２

３

４６４３８４７５９８９２７９７４８１５４７７５０８６１計度年

６５２６３０２０，６２９７８２１０８６１越度年

０３３８１３６０３４９２２
２
８第』報月計統融

金
。
政
成
嚇
作
省
地

欝
醐咄

付
げ
る
が
、
年
度
末
に
一
度
償
還
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
交
付
税
特
別
会
計
へ
の
貸
付
が
「
一
時
的
な
資
金
繰

り
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
一
二
表

を
み
れ
ぱ
、
資
金
運
用
部
の
交
付
税
特
別
会
計
へ
の
貸
付
は
七
五
年
一

一
月
に
は
じ
ま
り
、
七
六
年
九
月
以
降
は
恒
常
的
な
貸
付
と
な
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
資
金
運
用
都
資
金
は
交
付
税
特
別
会
計
の
一
般
的
財
源
に



な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
来
一
般
会
計
が
国
税
収
入
で
負
　
　
　
こ
の
よ
う
に
－
、
七
五
年
度
以
降
の
資
金
運
用
部
資
金
の
特
別
会
計
短

担
す
べ
き
と
こ
ろ
を
資
金
運
用
部
資
金
の
借
入
れ
で
資
金
調
達
す
る
こ
　
　
期
貸
付
の
急
増
は
、
同
じ
資
金
繰
り
で
も
そ
れ
を
要
請
す
る
財
政
構
造

と
に
よ
っ
て
、
現
行
の
交
付
税
制
度
を
維
持
し
つ
つ
、
大
量
国
債
発
行
　
　
が
そ
れ
以
前
と
は
異
っ
て
お
り
、
一
般
会
計
や
地
方
財
政
の
、
あ
る
い

に
ょ
る
一
般
会
計
財
源
の
補
填
を
交
付
税
以
外
の
他
の
諸
経
費
（
と
く
　
　
は
政
府
事
業
関
係
財
政
の
構
造
的
赤
字
に
対
す
る
一
般
的
財
源
補
填
策

に
公
共
事
業
費
）
に
振
り
む
げ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

つ
ま
り
一
般
会
計
の
財
政
破
綻
を
資
金
運
用
部
資
金
借
入
を
通
じ
て
地
　
　
　
　
（
１
）
第
一
〇
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
横
山
信
孝
、
前
掲
、
四
三
頁
、

方
財
政
に
負
担
転
嫁
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
一
方
で
　
　
　
　
　
を
参
考
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）
　
福
島
量
一
ほ
か
編
、
前
掲
書
、
一
五
九
～
一
六
〇
頁
。

後
年
に
お
げ
る
元
金
償
還
に
よ
っ
て
交
付
税
特
別
会
計
に
硬
直
化
を
招

き
（
ま
た
一
般
会
計
も
一
部
貸
付
と
利
子
の
負
担
か
ら
硬
直
化
を
助
長
さ
れ
る
）
、
　
　
３
　
対
日
銀
債
券
売
買

他
方
で
そ
れ
だ
げ
大
量
の
資
金
が
貸
付
枠
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
　
　
　
資
金
運
用
部
と
目
銀
と
の
債
券
売
買
は
目
常
的
に
行
た
わ
れ
、
こ
れ

と
か
ら
資
金
運
用
部
資
金
の
流
動
性
を
阻
害
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
　
　
が
資
金
運
用
部
資
金
短
期
運
用
の
年
度
内
累
積
額
の
大
半
を
占
め
て
い

あ
る
。
七
七
年
度
か
ら
交
付
税
特
別
会
計
に
お
い
て
資
金
運
用
部
資
金
　
　
る
（
横
山
氏
は
全
体
の
八
割
前
後
を
占
め
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
弘
牝
最
近

か
ら
の
借
入
金
の
廣
還
が
始
ま
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
前
述
し
た
政
府
特
別
会
計
貸
付
の
急
増
な
ど
で
六
割
前
後
ぐ
ら
い
に
な
っ

　
こ
の
交
付
税
特
別
会
計
だ
げ
で
な
く
、
近
年
の
医
療
費
の
急
増
に
１
よ
　
　
て
い
る
）
。
”
玉
〃
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
政
府
短
期
証
券
と
長

っ
て
破
綻
し
た
健
康
保
険
財
政
（
厚
生
保
険
特
別
会
計
）
や
、
定
額
貯
金
　
　
期
国
債
で
、
金
融
債
は
七
〇
年
度
以
降
、
政
府
保
障
債
は
七
五
年
度
以

へ
の
貯
金
の
集
中
に
よ
る
資
金
コ
ス
ト
の
増
大
と
低
位
の
資
金
運
用
部
　
　
降
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

預
託
金
利
回
り
と
の
矛
盾
か
ら
赤
字
を
発
生
さ
せ
て
い
る
郵
便
貯
金
特
　
　
　
こ
の
債
券
売
買
は
、
資
金
運
用
部
資
金
の
側
か
ら
み
れ
ぱ
余
裕
金
運

別
会
計
な
ど
、
構
造
的
と
も
い
う
べ
き
事
業
会
計
の
財
政
破
綻
に
対
す
　
　
用
の
一
彩
態
で
あ
り
、
　
「
家
計
や
企
業
が
一
時
手
許
資
金
に
余
裕
が
あ

る
財
源
補
填
対
策
に
１
資
金
運
用
部
資
金
が
用
い
ら
れ
て
き
て
い
る
。
　
　
　
れ
ぱ
、
銀
行
や
郵
便
局
に
預
託
し
、
必
要
に
応
じ
こ
れ
ら
の
預
金
を
引

　
　
　
　
財
政
危
機
下
に
お
け
る
資
金
運
用
都
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
つ
い
て
（
梅
原
）
　
　
八
九
（
　
八
九
）
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（
２
）

き
出
し
て
便
用
す
る
こ
と
と
全
く
変
り
な
い
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
　
　
通
操
作
の
重
要
な
手
段
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
も
の
で
あ
る
。

る
が
、
債
券
の
発
行
主
体
（
一
般
会
計
、
特
別
会
計
）
や
目
銀
か
ら
す
れ
　
　
　
第
一
三
表
は
資
金
運
用
部
対
目
銀
の
債
券
売
買
の
年
度
中
及
び
月
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

ぱ
、
資
金
運
用
部
資
金
は
巨
大
な
機
関
投
資
家
と
し
て
債
券
発
行
・
流
　
　
の
収
支
尻
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
政
府
保
障
債
が
大
量
に
売
ら
れ

　
　
　
　
財
政
危
機
下
に
お
げ
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
っ
い
て
（
梅
原
）
　
　
九
一
（
九
一
）
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た
七
四
年
度
と
、
年
度
途
中
で
の
大
量
の
長
期
国
債
の
引
受
げ
と
交
付

税
特
別
会
計
貸
付
の
た
め
の
資
金
調
達
の
た
め
に
長
期
国
債
が
売
ら
れ

た
七
五
年
度
を
除
き
、
毎
年
度
資
金
運
用
部
の
買
取
超
過
に
な
っ
て
お

り
、
と
く
に
七
七
、
七
八
年
度
に
そ
の
額
が
著
し
く
巨
額
に
な
っ
て
い

る
。

　
七
七
年
度
以
降
の
外
国
為
替
資
金
証
券
（
為
券
）
買
取
の
大
幅
超
過
は
、

七
六
年
初
頭
以
降
の
「
集
中
豪
雨
」
的
対
欧
米
輸
出
に
よ
る
貿
易
収
支

の
大
幅
黒
字
に
伴
う
為
券
の
大
量
発
行
に
対
し
、
資
金
運
用
部
資
金
に

よ
る
引
取
り
額
の
増
加
に
よ
っ
て
国
内
で
の
「
過
剰
流
動
性
」
の
発
生

を
抑
制
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
食
糧
証
券
（
糧
券
）

の
買
取
超
過
に
つ
い
て
も
、
米
の
過
剰
生
産
に
よ
る
在
庫
管
理
費
の
増

大
や
生
産
者
米
価
と
消
費
老
米
価
の
逆
ざ
や
（
近
年
の
買
入
価
格
の
抑
制

と
売
渡
価
格
の
引
上
げ
で
縮
小
し
て
い
る
と
は
い
え
赤
字
額
と
し
て
は
最
も
大

き
い
）
な
ど
に
よ
る
食
糧
管
理
特
別
会
計
の
赤
字
拡
大
に
対
す
る
糧
券

の
発
行
を
資
金
運
用
部
引
受
げ
増
に
よ
っ
て
応
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
資
金
運
用
部
資
金
に
よ
る
政
府
短
期
証
券
の
買
取
超
過
は
、
そ

れ
だ
け
目
銀
の
マ
ネ
ー
・
サ
プ
ラ
ィ
を
抑
制
し
収
縮
す
る
効
果
を
も
っ

点
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

一
七
五
年
度
以
降
の
大
蔵
省
証
券
（
蔵
券
）
と
長
期
国
債
の
売
買
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
（
九
二
）

て
は
次
の
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
蔵
券
の
発
行
が
、
年
度
途
中

で
歳
入
欠
陥
を
露
呈
し
た
七
五
年
度
を
除
き
、
毎
年
度
年
度
前
半
に
集

中
的
に
発
行
さ
れ
、
こ
れ
に
対
応
し
て
資
金
運
用
部
も
蔵
券
を
保
有
し

て
き
た
こ
と
で
あ
る
（
第
ニ
ニ
、
一
四
表
、
た
だ
し
月
中
で
発
行
・
償
還
を
繰

り
返
す
の
で
月
末
残
高
や
第
ニ
ニ
表
の
収
支
尻
を
み
て
も
月
中
の
事
情
は
捉
え

き
れ
な
い
）
。
こ
れ
は
景
気
刺
激
策
と
し
て
の
公
共
事
業
契
約
の
上
半
期

へ
の
集
中
、
発
注
の
繰
上
げ
、
早
期
執
行
と
い
う
公
共
事
業
執
行
政
策

に
伴
う
も
の
で
あ
り
（
と
く
に
七
七
、
七
八
年
度
）
、
い
わ
ゆ
る
「
財
政
支

出
先
行
方
式
」
と
呼
ぱ
れ
る
一
会
計
年
度
内
で
の
膨
脹
財
政
の
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
「
高
成
長
」
期
（
と
く
に
六
〇
年
代
前
半
）
で
は
、

こ
う
し
た
支
出
先
行
方
式
に
よ
っ
て
発
生
す
る
年
度
中
の
税
の
「
自
然

増
収
」
を
背
景
に
蔵
券
の
償
還
が
行
な
わ
れ
る
の
だ
が
、
今
目
の
「
構

造
的
不
況
」
下
で
は
そ
う
は
い
か
ず
、
そ
れ
は
さ
ら
に
年
度
後
半
に
集

中
発
行
さ
れ
る
長
期
国
債
に
よ
っ
て
実
質
的
に
借
換
え
ら
れ
て
ゆ
か
ざ

る
を
え
な
い
。
そ
の
場
合
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
蔵
券
の
償
還
と
同
時

に
資
金
運
用
部
へ
の
長
期
国
債
の
売
却
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
二
表
を
み
れ
ぱ
、
た
と
え
ぱ
七
七
年
度
の
場
合
、
資
金
運
用
部
は

六
、
七
月
に
蔵
券
を
買
い
取
り
、
八
、
九
月
に
償
還
し
て
い
る
が
、
同

じ
八
月
以
降
に
長
期
国
債
の
買
い
取
り
を
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
七
八
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箆
黒
）
　
汁
勲
暗
『
津
黒
紛
聾
諜
筆
あ
薫
』
嵩
８
ト
ｏ
ｏ
ｏ
ｐ
ｏ
ｏ
－
ｏ
ｏ
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ｏ
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ｏ
映
巾
ト
Ｇ
寺
黒
。

年
度
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
も
蔵
券
だ
げ
で
な
く
糧
券
・
為
　
　
行
た
わ
れ
て
き
た
わ
げ
で
あ
る
。
七
五
年
度
以
降
の
蔵
券
・
長
期
国
債

券
な
ど
の
保
有
・
償
還
操
作
も
か
ら
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
　
　
の
資
金
運
用
部
対
目
銀
売
買
が
、
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
景
気
刺
激
策

し
て
蔵
券
（
あ
る
い
は
短
期
証
券
全
体
）
・
長
期
国
債
の
発
行
・
売
買
政
策
　
　
と
債
券
発
行
政
策
の
中
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
資
金
運
用
部
資

を
通
じ
て
、
一
会
計
年
度
に
わ
た
っ
て
財
政
支
出
の
継
続
的
な
膨
脹
が
　
　
金
に
よ
る
短
期
的
な
債
券
保
有
が
た
ん
な
る
「
待
機
原
資
の
一
時
的
運

　
　
　
　
財
政
危
機
下
に
お
け
る
資
金
運
用
部
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
っ
い
て
（
梅
原
）
　
　
九
三
（
　
九
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
一
号
）

用
」
と
は
い
え
な
い
性
格
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
債
券
売
買
の
も
つ
も
う
一
つ
の
意
義
は
、
そ
れ
が

資
金
運
用
部
特
別
会
計
収
支
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
預
託
金
利
子
支
払
い
と
資
金
運
用
利
子
収
入
を
歳
出
歳
入
の
基

本
柱
と
す
る
資
金
運
用
部
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
と
く
に
金
融
緩
和

下
で
預
託
金
利
と
貸
出
金
利
の
接
近
に
よ
っ
て
利
鞘
が
縮
小
し
、
短
期

資
金
運
用
の
利
子
収
入
が
収
支
バ
ラ
ソ
ス
の
最
重
要
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し

て
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
七
五
年
以
降
の
金
融
緩
和
に
よ
る
短
期
国

債
の
金
利
引
下
げ
に
よ
っ
て
、
七
八
年
度
に
は
特
別
会
計
収
支
で
約
二

七
〇
億
円
の
赤
字
が
発
生
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
短
期
運
用
の
額
が
魔

大
に
な
る
に
つ
れ
て
、
資
金
運
用
部
特
別
会
計
収
支
は
金
融
・
金
利
変

動
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
（
七
二
年
度
の
「
過
剰
流
動
性
」

の
発
生
の
と
き
に
も
約
七
六
億
円
の
赤
字
を
生
じ
た
）
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

　
横
山
信
孝
、
前
掲
、
四
三
頁
。

　
福
島
量
一
ほ
か
編
、
前
掲
書
、
一
二
二
頁
。

　
第
ニ
ニ
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
横
山
信
孝
、
前
掲
（
第
八
回
）
、

『
金
融
財
政
事
情
』
一
九
七
八
年
二
月
二
一
百
号
、
三
三
頁
、
を
参
照

し
た
。

　
大
蔵
省
証
券
発
行
に
よ
る
財
政
支
出
先
行
方
式
に
つ
い
て
は
、
加
藤

睦
夫
「
現
代
目
本
財
政
の
イ
ソ
フ
レ
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
『
経
済
評
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
（
九
四
）

一
九
六
五
年
一
一
月
号
、
渡
辺
佐
平
「
財
政
イ
ソ
フ
レ
に
お
け
る
大
蔵

省
証
券
の
役
割
」
『
経
済
』
一
九
七
七
年
三
月
号
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

同
じ
内
容
を
含
む
よ
り
包
括
的
た
概
念
と
し
て
は
林
栄
夫
氏
の
「
イ
ソ

フ
レ
的
投
資
先
行
１
１
貯
蓄
の
事
後
形
成
」
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
概
念
が

あ
る
（
「
高
度
経
済
成
長
の
財
政
・
金
融
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
林
編
『
財
政

金
融
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
第
一
部
第
；
早
）
。

、

」
／

括

二
九
七
五
年
度
以
降
の
い
わ
ゆ
る
財
政
危
機
下
に
お
い
て
、
日
本
の

財
政
投
融
資
構
造
に
現
わ
れ
た
特
徴
の
一
つ
は
、
資
金
運
用
部
資
金
の

財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
が
重
要
な
意
義
を
も
つ
に
至
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
以
下
の
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

　
第
一
は
、
資
金
運
用
部
資
金
が
こ
の
時
期
の
国
債
市
場
と
国
債
管
理

政
策
に
重
要
な
積
極
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

金
融
機
関
の
国
債
引
受
げ
分
の
軽
減
と
イ
ソ
フ
レ
・
マ
ネ
ー
の
抑
制
、

市
場
の
安
定
化
、
国
債
オ
ペ
の
入
札
方
式
や
そ
こ
で
の
価
格
弾
力
化
、

国
債
種
類
の
多
様
化
、
国
債
評
価
損
対
策
な
ど
、
資
金
運
用
部
資
金
が

国
債
市
場
と
か
か
わ
り
合
う
諸
側
面
で
、
そ
れ
は
国
債
管
理
政
策
の
重

要
な
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
時
々

の
国
債
管
理
政
策
の
必
要
性
に
対
応
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
く



に
政
府
金
融
機
関
を
中
心
と
し
た
財
政
投
離
資
対
象
機
関
に
お
け
る
事
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
分
析
が
日
本
財
政
投
融
資
論
に
対
し
て
有
す
る

業
不
振
に
伴
う
相
対
的
に
余
剰
な
資
金
の
形
成
が
そ
れ
を
可
能
に
す
る
　
　
問
題
提
起
に
っ
い
て
；
員
し
て
お
げ
ぱ
次
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
資
金
運
用
部
資
金
に
よ
る
国
債
管
理
機
能
は
　
　
の
目
本
財
政
投
融
資
論
は
財
政
投
融
資
計
画
の
枠
内
で
論
じ
ら
れ
て
き

国
債
市
場
の
基
本
的
諸
矛
盾
を
緩
和
す
る
に
は
量
的
に
も
質
的
に
も
限
　
　
た
。
し
か
し
、
上
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
財
政
投
融
資
原
資
の
財
政
投

界
を
も
っ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
財
政
投
融
資
原
資
の
圧
迫
、
財
政
投
　
　
融
資
計
画
外
で
の
運
用
の
規
模
と
意
義
が
重
大
化
し
て
き
た
段
階
で
は
、

融
資
原
資
と
し
て
の
性
格
か
ら
の
逸
脱
、
財
政
イ
ソ
フ
レ
の
危
険
性
の
　
　
財
政
投
融
資
計
画
を
構
成
す
る
原
資
と
運
用
の
構
成
パ
ー
ト
の
そ
れ
ぞ

拡
大
、
資
金
運
用
部
資
金
の
有
利
運
用
原
則
か
ら
の
逸
脱
な
ど
、
多
く
　
　
れ
（
そ
れ
は
さ
ら
に
一
般
会
計
と
特
別
会
計
．
政
府
関
係
機
関
の
財
政
関
係
全
体

の
問
題
を
も
っ
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
考
察
を
前
提
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
）
と
そ
れ
ら
が
財
政
投
融
資
計
画
と

　
第
二
に
、
余
裕
金
と
短
期
預
託
金
の
巨
大
化
を
基
盤
に
し
て
、
こ
れ
　
　
し
て
一
つ
の
制
度
的
枠
組
み
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
と
を
分
け
て
考
察

ま
で
余
裕
金
の
「
受
け
身
」
的
な
運
用
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
資
　
　
す
る
こ
と
が
必
要
に
１
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

金
運
用
部
資
金
の
短
期
運
用
も
ま
た
、
財
政
危
機
に
対
す
る
積
極
的
な
　
　
あ
る
。
本
稿
は
そ
う
し
た
試
み
の
一
っ
で
あ
る
。

対
応
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
　
　
　
さ
て
、
本
稿
は
財
政
危
機
下
の
財
政
投
融
資
構
造
の
特
徴
の
一
っ
を

っ
は
、
交
付
税
特
別
会
計
へ
の
短
期
（
実
際
に
は
長
期
）
貸
付
に
み
ら
れ
　
　
論
じ
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
時
期
の
特
徴
に
は
ほ
か
に
も
、
　
「
安
定
成

る
よ
う
に
、
一
般
会
計
・
地
方
財
政
及
び
政
府
事
業
財
政
に
お
け
る
構
　
　
長
」
軌
道
へ
の
移
行
過
程
で
財
政
投
憩
資
計
画
と
そ
の
事
業
が
如
何
な

造
的
赤
字
に
対
す
る
一
般
的
財
源
対
策
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
　
　
る
機
能
を
担
い
矛
盾
を
帰
結
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
原
資
難
が
如
何
な

で
あ
り
・
ま
た
・
も
う
一
っ
は
為
券
・
糧
券
の
対
目
銀
買
取
の
大
幅
超
　
　
る
構
造
の
中
で
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
の
か
（
財
政
投
融
資
原
資
は
七
八

過
に
よ
る
「
過
剰
流
動
性
」
の
抑
制
、
蔵
券
・
長
期
国
債
の
対
目
銀
売
　
　
年
度
実
績
で
五
四
年
度
以
来
二
四
年
ぶ
り
に
前
年
度
よ
り
減
額
し
牟
第
五
表

買
を
通
じ
て
の
景
気
刺
激
型
財
政
支
出
方
式
の
支
持
な
ど
が
そ
れ
で
あ
　
　
参
照
）
な
ど
が
分
析
さ
る
べ
き
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
は
続
稿
で
果
た
す
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
財
政
危
機
下
に
お
け
る
資
金
運
用
都
資
金
の
財
政
投
融
資
計
画
外
運
用
に
っ
い
て
（
梅
原
）
　
　
九
五
（
　
九
五
）




